
一
、
問
題
の
所
在

中
島
直
人
（
一
九
〇
四
〜
四
〇
）
と
い
う
作
家
が
そ
の
生
涯
に
執
筆
し
た
小
説
は
、
二
〇
篇

に
も
満
た
な
い
。
だ
が
、
そ
れ
ら
の
小
説
群
は
全
て
、
日
系
ア
メ
リ
カ
人
二
世
と
し
て
の
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
め
ぐ
る
テ
ク
ス
ト
だ
っ
た
と
い
え
る
。

日
本
国
籍
の
両
親
の
も
と
、
ハ
ワ
イ
オ
ワ
フ
島
ワ
イ
パ
フ
で
出
生
し
た
中
島
は
、
日
本
と
ア

メ
リ
カ
、
両
方
の
国
籍
を
保
有
す
る
二
重
国
籍
者
で
あ
る
。
一
九
一
九
年
に
日
本
に
渡
り
、
日

本
へ
の
「
憧
れ
」
を
表
出
し
た
小
説
「
布
哇
生
ま
れ
の
感
情
」（『
文
芸
都
市
』
一
九
二
九
・
七
）

で
実
質
的
な
デ
ビ
ュ
ー
を
果
た
し
た
後（
1
）、
ハ
ワ
イ
で
の
自
身
の
体
験
を
モ
チ
ー
フ
と
し
た
テ

ク
ス
ト
だ
け
を
書
い
て
、
一
九
三
六
年
に
ハ
ワ
イ
へ
と
帰
っ
て
い
っ
た
。

ハ
ワ
イ
へ
と
帰
還
す
る
際
に
刊
行
さ
れ
た
短
篇
集
『
ハ
ワ
イ
物
語
』（
砂
子
屋
書
房
、
一
九

三
六
・
一
二
）
の
「
後
記
」
で
、
中
島
は
「
こ
の
望
郷
の
念
は
作
品
を
書
く
こ
と
に
よ
つ
て
決

し
て
削
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
つ
た
。
常
に
同
じ
線
に
沿
つ
て
深
ま
つ
て
ゐ
た
。
／
ハ
ワ
イ
は
作

者
に
と
つ
て
唯
一
の
故
里
で
あ
る
」（
三
四
七
頁
）
と
書
き
つ
け
た
よ
う
に
、
日
本
語
で
書
か

れ
た
一
連
の
テ
ク
ス
ト
は
、
確
か
に
「
望
郷
の
念
」
で
貫
か
れ
て
は
い
た
も
の
の
、
感
傷
に
終

始
す
る
よ
う
な
類
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
ら
は
、
自
身
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
い
う

テ
ク
ス
ト
を
入
念
に
練
り
上
げ
、「
唯
一
の
故
里
」
と
思
え
る
場
所
に
逢
着
す
る
た
め
の
切
実

な
道
程
に
他
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
こ
に
は
、
事
後
的
に
で
は
あ
っ
た
に
せ
よ
、
日
本
や
日
本
語

と
い
う
自
己
の
一
部
を
他
者
化＝

疎
外
す
る
と
い
う
身
を
切
る
よ
う
な
究
極
の
一
手
が
準
備
さ

れ
て
い
た
の
で
あ
り
、
他
者
の
言
語
と
位
置
づ
け
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
日
本
語
で
、
自

己
の
テ
ク
ス
ト
を
紡
い
で
い
く
と
い
う
、
境
界
的
か
つ
翻
訳
的
営
為
を
通
し
て
、「
唯
一
の
故

里
」
の
発
見
が
目
指
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

そ
も
そ
も
、
中
島
の
両
親
が
ハ
ワ
イ
に
移
民
し
た
一
九
〇
二
年
か
ら
中
島
が
日
本
へ
と
渡
る

一
九
一
九
年
頃
の
ハ
ワ
イ
を
め
ぐ
る
状
況
を
鑑
み
て
も
、
ハ
ワ
イ
が
単
な
る
「
望
郷
の
念
」
の

対
象＝

楽
園
な
ど
で
は
な
か
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
だ
。
ハ
ワ
イ
が
ア
メ
リ
カ
の
準
州
と
な
っ
た

一
九
〇
〇
年
、
ハ
ワ
イ
の
日
本
人
移
民
数
は
六
一
、
〇
〇
〇
人
を
超
え
、
ハ
ワ
イ
の
全
人
口
の

三
九
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
る
に
至
っ
て
い
た（
2
）。
当
時
の
ハ
ワ
イ
社
会
は
、
ビ
ッ
グ
フ
ァ

イ
ブ
と
呼
ば
れ
る
五
大
財
閥
の
「
一
握
り
の
白
人
エ
リ
ー
ト
が
政
治
的
・
経
済
的
・
社
会
的
権

力
を
掌
握
し
そ
れ
以
外
の
大
多
数
が
社
会
の
底
辺
の
労
働
者
階
級
に
属
し
て
い
る
と
い
う
極
端

な
二
極
分
離
構
造
を
形
成
し
て
い
た
」（3
）が
、
日
本
人
移
民
の
多
く
は
そ
う
し
た
厳
し
い
労
働

環
境
に
置
か
れ
た
砂
糖
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
労
働
者
だ
っ
た
の
で
あ
り
、
労
働
賃
金
も
他
の
エ

ス
ニ
ッ
ク
・
グ
ル
ー
プ
中
最
低
の
水
準
だ
っ
た（
4
）。
ま
た
ア
メ
リ
カ
の
準
州
と
な
っ
た
こ
と

で
、
外
国
か
ら
契
約
労
働
者
の
受
け
入
れ
を
禁
止
す
る
ア
メ
リ
カ
の
契
約
移
民
禁
止
令
が
適
用

さ
れ
、
自
由
移
民
時
代
に
突
入
し
た
こ
と
に
よ
り
、
日
本
か
ら
の
渡
航
手
続
き
の
容
易
な
ハ
ワ

イ
を
踏
み
台
に
し
て
ア
メ
リ
カ
本
土
に
渡
る
い
わ
ゆ
る
〈
転
航
者
〉
が
続
出
し
た
が（
5
）、
こ
れ

が
ア
メ
リ
カ
本
土
及
び
ハ
ワ
イ
に
お
け
る
排
日
運
動
激
化
の
引
き
金
を
引
く
。
す
な
わ
ち
、
転

航
を
禁
止
す
る
一
九
〇
七
年
移
民
法
、
労
働
者
の
移
民
を
制
限
す
る
一
九
〇
八
年
の
日
米
紳
士

協
定
、「
帰
化
不
能
外
国
人
」＝

日
系
一
世
の
土
地
購
入
を
禁
止
す
る
な
ど
し
た
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ

ア
州
の
一
九
一
三
年
外
国
人
土
地
法
（
第
一
次
排
日
土
地
法
）
な
ど
、
日
本
人
移
民
を
制
限
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
法
整
備
が
着
々
と
進
め
ら
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

中
島
が
生
ま
れ
、
育
っ
た
ハ
ワ
イ
は
、
白
人
エ
リ
ー
ト
に
よ
る
植
民
地
的
収
奪
と
、
一
九
二

ボ
ト
ル
・
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
ど
こ
に
配
達
さ
れ
た
か

―
―
中
島
直
人
「
布
哇
生
ま
れ
の
感
情
」
を
読
む
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四
年
移
民
法（
排
日
移
民
法
）施
行
と
い
う
一
つ
の
頂
点
に
向
け
て
亢
進
す
る
排
日
運
動
と
の
、

血
生
臭
い
歴
史
過
程
を
伏
在
さ
せ
た
場
所
に
他
な
ら
な
い
。
そ
こ
は
コ
ロ
ナ
イ
ザ
ー
と
コ
ロ
ナ

イ
ズ
ド
、
そ
し
て
複
数
の
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
グ
ル
ー
プ
の
移
民
た
ち
が
遭
遇＝

争
闘
し
、
相
互
変

容
し
合
う
「
コ
ン
タ
ク
ト
・
ゾ
ー
ン
」（6
）で
あ
り
、
中
島
の
一
連
の
テ
ク
ス
ト
は
、
あ
ろ
う
こ

と
か
そ
の
よ
う
な
地
政
学
的
な
場
所
を
「
唯
一
の
故
里
」
と
し
て
定
位
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
い
う
、
厳
し
い
課
題
を
内
包
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。

作
家
と
な
っ
た
中
島
は
、
自
ら
が
体
験
し
た
ハ
ワ
イ
で
の
現
実
は
も
ち
ろ
ん
、
あ
の
頃
加
熱

し
て
い
た
排
日
運
動
が
一
九
二
四
年
移
民
法
と
し
て
結
果
す
る
こ
と
、
日
本
で
待
ち
受
け
て
い

た
日
系
二
世
に
対
す
る
差
別
の
こ
と
、
そ
れ
ら
す
べ
て
の
こ
と
を
知
っ
て
い
た
の
で
あ
り
、
一

九
二
九
年
か
ら
開
始
さ
れ
る
中
島
の
文
筆
活
動
は
、
そ
う
し
た
歴
史
的
堆
積
物
の
上
に
成
立
し

て
い
る
。

本
稿
で
中
心
的
に
検
討
し
て
い
く
「
布
哇
生
ま
れ
の
感
情
」
に
も
、
日
本
へ
の
「
憧
れ
」
を

口
に
す
る
「
少
年
」＝

ユ
タ
カ
が
登
場
す
る
が
、「
少
年
」
の
陳
述
を
直
ち
に
語
り
手＝

「
私
」

の
認
識
と
錯
覚
し
て
は
な
ら
な
い
。「
私
は
十
六
歳
に
な
つ
た
ば
か
り
の
ハ
ワ
イ
生
れ
の
少
年

で
し
た
」
と
語
る
語
り
手
は
、
も
う
「
少
年
」
で
は
な
い
か
ら
だ
。
そ
こ
に
は
、
日
本
を
「
憧

れ
の
母
国
」
と
空
想
し
た
「
少
年
」
の
日
の
「
私
」
を
、
遠
い
未
来
か
ら
俯
瞰
す
る
も
う
一
人

の
「
私
」
と
い
う
存
在
が
想
定
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

次
節
で
は
ま
ず

概
を
確
認
し
、
第
三
節
で
は
、
二
世
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
形
成
に
影
響

を
与
え
た
で
あ
ろ
う
、
教
育
の
問
題
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
る
。
一
九
〇
〇
年
代
初
頭
の
日
系
社

会
は
、
二
世
に
対
し
、
い
か
な
る
日
本
語
教
育
・
道
徳
教
育
を
行
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
そ
の

変
遷
を
た
ど
る
。
第
四
節
で
は
、
二
世
が
置
か
れ
て
い
た
「
マ
ー
ジ
ナ
ル
・
マ
ン
」（
ロ
バ
ー

ト
・
Ｅ
・
パ
ー
ク
）
と
し
て
の
歴
史
的
性
格
に
つ
い
て
分
析
し
、
最
終
節
で
は
そ
れ
ら
の
問
題

を
踏
ま
え
、「
布
哇
生
ま
れ
の
感
情
」
で
追
究
さ
れ
る
二
世
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
主
題
に

つ
い
て
検
討
す
る
。
そ
の
際
、
ユ
タ
カ
の
も
と
に
配
達
さ
れ
た
ボ
ト
ル
・
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
意
味

を
読
み
解
く
こ
と
を
、
中
心
的
な
課
題
と
し
た
い
。

二
、「
布
哇
生
ま
れ
の
感
情
」

概

物
語
内
容
の
時
間
は
、
ス
ペ
イ
ン
風
邪
に
よ
る
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
（
一
九
一
八
〜
一
九
）
の
事

実
が
書
き
込
ま
れ
る
こ
と
で
、
一
九
二
〇
年
前
後
と
推
定
で
き
る（
7
）。
視
点
人
物
は
ハ
ワ
イ
生

ま
れ
の
一
六
歳
の
少
年
ユ
タ
カ
で
あ
り
、
こ
れ
は
先
述
し
た
よ
う
に
語
り
手＝

「
私
」
の
少
年

時
代
の
姿
だ
。
ユ
タ
カ
の
モ
デ
ル
に
は
、
一
九
一
九
年
に
来
日
し
た
時
、
数
え
で
一
六
歳
だ
っ

た
中
島
本
人
が
想
定
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

舞
台
は
、
Ｓ
・
Ｏ
丸
の
船
上
で
あ
り
、
ホ
ノ
ル
ル
港
を
発
っ
て
四
日
目
か
ら
、
横
浜
港
に
接

近
し
船
上
か
ら
富
士
山
を
目
撃
し
て
、
感
動
す
る
ま
で
の
数
日
間
の
出
来
事
が
語
ら
れ
る
。

ユ
タ
カ
は
父
親
と
死
別
し
た
こ
と
を
契
機
に
、
ユ
タ
カ
が
二
歳
の
時
に
一
人
で
日
本
に
戻
っ

て
い
た
母
親
の
も
と
に
向
か
っ
て
い
る
。
ユ
タ
カ
は
三
等
船
室
の
ベ
ッ
ド
の
上
で
、
ホ
ノ
ル
ル

の
本
屋
で
購
入
し
た
『
日
本
よ
ろ
づ
案
内
』
を
繰
り
返
し
熟
読
し
、
憧
れ
の
日
本
の
イ
メ
ー
ジ

を
膨
ら
ま
せ
て
い
る
。
そ
ん
な
時
、
ふ
と
住
み
慣
れ
た
ホ
ノ
ル
ル
の
街
の
こ
と
が
思
い
出
さ
れ

る
が
、
そ
の
想
念
を
か
き
消
し
、「
そ
ん
な
も
の
は
、
船
尾
の
白
波
と
共
に
捨
て
て
了
へ
。
い

ま
私
は
未
だ
見
ぬ
憧
れ
の
国
―
日
本
へ
向
つ
て
進
ん
で
ゐ
る
の
で
は
な
い
か
」
と
思
う
。

ユ
タ
カ
の
ベ
ッ
ド
は
、
三
段
ベ
ッ
ド
の
最
上
段
だ
っ
た
。
す
ぐ
下
に
は
、
ハ
ワ
イ
生
ま
れ
で

二
〇
歳
の
リ
サ
子
、
更
に
そ
の
下
に
は
、
リ
サ
子
の
夫
古
上
が
い
た
。
古
上
は
、
日
本
生
ま
れ

で
三
五
、
六
歳
、
ハ
ワ
イ
の
日
本
人
小
学
校
で
教
師
を
し
て
い
た
。
古
上
は
、
リ
サ
子
か
ら
冷

た
く
あ
し
ら
わ
れ
る
と
い
つ
も
、
リ
サ
子
に
は
読
め
な
い
「
日
本
語
」
の
書
物
を
大
声
で
読
み

上
げ
た
。

ユ
タ
カ
と
リ
サ
子
は
親
し
く
な
る
と
、
お
互
い
の
身
の
上
話
を
す
る
よ
う
に
な
る
。
リ
サ
子

は
、
古
上
が
「
暴
力
に
よ
つ
て
」「
私
を
モ
ノ
に
し
た
」
こ
と
、
そ
の
時
「
ポ
ル
キ
ー
（
葡
萄

牙
人
）」
の
恋
人
が
い
た
が
、
自
暴
自
棄
に
な
っ
て
古
上
と
結
婚
し
た
こ
と
な
ど
を
話
し
た
。

そ
し
て
「
私
も
実
は
ユ
タ
カ
さ
ん
と
同
様
、
日
本
が
見
た
い
」
と
い
う
日
本
へ
の
強
い
思
い
を

語
る
一
方
、
横
浜
に
着
い
た
ら
夫
か
ら
逃
げ
出
し
て
、
東
京
に
行
く
と
い
う
計
画
を
打
ち
明
け

る
。あ

る
日
ユ
タ
カ
は
、
親
し
く
し
て
い
た
ボ
ー
イ
の
上
藤
さ
ん
か
ら
、
波
間
に
漂
流
し
て
い
た

と
い
う
銅
製
の
円
筒
を
渡
さ
れ
る
。
円
筒
の
中
に
は「
手
紙
」が
入
っ
て
い
た
。
ボ
ト
ル
・
メ
ッ

セ
ー
ジ
の
差
出
人
は
、
日
本
を
見
た
こ
と
の
な
い
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
在
住
の
日
系
二
世
、
二
一
歳

の
十
時
三
郎
で
あ
り
、「
太
平
洋
沿
岸
同
胞
諸
君
」
に
宛
て
ら
れ
て
い
た
。
内
容
は
、
二
週
間

前
に
ス
ペ
イ
ン
風
邪
で
妻
を
亡
く
し
た
が
、
そ
の
喪
失
感
を
埋
め
る
た
め
に
、
日
本
生
ま
れ
の

妻
が
教
え
て
く
れ
た
「
日
本
語
」
で
「
手
紙
」
を
書
き
、
桐
箱
三
個
・
木
箱
二
個
・
円
筒
二
本

に
そ
れ
ぞ
れ
入
れ
て
海
に
流
し
た
、
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。「
手
紙
」
に
は
さ
ら
に
、「
あ
な
た

を
も
つ
と
も
感
動
さ
せ
た
事
柄
は
（
ロ
マ
ン
ス
大
い
に
結
構
で
す
）
ど
ん
な
事
で
す
か
？
」
と

い
う
問
い
に
応
え
て
欲
し
い
、
と
あ
っ
た
。

数
日
後
、
富
士
山
を
見
た
ユ
タ
カ
は
、
そ
の
時
の
感
動
を
し
た
た
め
た
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
の

紙
片
を
円
筒
に
入
れ
、
海
に
投
げ
た
。
そ
こ
へ
近
づ
い
て
き
た
リ
サ
子
か
ら
、
や
は
り
古
上
の

故
郷
で
あ
る
熊
本
に
付
い
て
行
く
こ
と
に
し
た
と
告
げ
ら
れ
る
。
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三
、
一
九
〇
〇
年
代
初
頭
に
お
け
る
二
世
へ
の
教
育
内
容
の
変
遷

リ
サ
子
の
日
本
語
能
力

「
布
哇
生
ま
れ
の
感
情
」
に
は
、
ユ
タ
カ
・
リ
サ
子
・
三
郎
と
い
う
、
三
人
の
日
系
ア
メ
リ

カ
人
二
世
が
登
場
す
る
が
、
こ
れ
ら
の
三
人
は
、
一
九
〇
四
年
生
ま
れ
の
中
島
直
人
と
ほ
ぼ
同

世
代
で
あ
る
。
視
点
人
物
で
あ
る
ユ
タ
カ
の
日
本
へ
の
期
待
・
憧
れ
と
い
っ
た
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な

「
感
情
」
が
描
出
さ
れ
る
一
方
、
ユ
タ
カ
の
目
に
映
っ
た
、「
日
本
語
」
を
め
ぐ
る
リ
サ
子
・

三
郎
の
葛
藤
や
怒
り
、
そ
し
て
こ
だ
わ
り
と
い
っ
た
も
の
を
媒
介
と
し
て
、
二
世
の
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
の
主
題
が
追
究
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
ユ
タ
カ
・
リ
サ
子
・
三
郎
と
い
う
同
世

代
の
日
系
二
世
が
、
ど
の
よ
う
な
日
本
語
教
育
を
受
け
、
ど
れ
ほ
ど
の
日
本
語
能
力
を
有
し
て

い
た
か
と
い
う
こ
と
を
、
ハ
ワ
イ
の
日
本
語
教
育
の
歴
史
を
参
照
し
な
が
ら
確
認
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

概
に
も
示
し
た
通
り
、
リ
サ
子
の
夫
の
古
上
は
、
リ
サ
子
か
ら
冷
淡
に
あ
し
ら
わ
れ
る
と
、

「
日
本
語
」
の
書
物
を
大
声
で
威
圧
的
に
読
み
上
げ
る
と
い
う
行
動
に
出
る
。
古
上
は
、
こ
う

し
た
行
動
が
リ
サ
子
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
揺
さ
ぶ
り
を
か
け
、
効
果
的
に
ス
ト
レ
ス
を
与

え
得
る
こ
と
を
熟
知
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
こ
う
し
た
古
上
の
陰
湿
な
行
動

は
、
古
上
が
リ
サ
子
を
レ
イ
プ
し
た
結
果
婚
姻
関
係
に
至
っ
た
と
い
う
、
す
な
わ
ち
性
暴
力
に

よ
る
日
常
支
配
の
圏
域
内
に
お
け
る
ワ
ン
・
シ
ー
ン
と
し
て
語
り
手
に
よ
り
切
り
取
ら
れ
、
告

発
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
リ
サ
子
と
古
上
の
関
係
性
は
、
後
述
す
る
よ
う
な
、
二
世
の
親
た

ち
世
代
で
あ
る
一
世
の
男
性
指
導
者
に
よ
る
、
二
世
へ
の
侮
蔑
的
な
視
線
の
戯
画
で
も
あ
る
は

ず
だ
。

リ
サ
子
が
夫
の
陰
湿
な
暴
力
へ
の
不
満
を
、
ユ
タ
カ
に
語
る
場
面
を
見
て
み
よ
う
。

「（
略
）
た
か
が
田
舎
の
一
私
立
小
学
校
の
教
員
の
く
せ
に
、
私
が
左
程
日
本
語
が
出
来

な
い
、
日
本
語
の
六
ケ
敷
い
文
字
が
読
め
な
い
か
ら
と
云
っ
て
威
張
る
な
！

日
本
語
が

少
し
位
出
来
た
り
読
め
た
り
す
る
の
は
ア
ン
タ
の
唯
一
の
商
売
道
具
ぢ
や
な
い
か
、
何
が

高
い
教
養
な
も
ん
か
！

私
は
ハ
ワ
イ
生
れ
だ
か
ら
そ
ん
な
も
の
は
出
来
な
い
が
、
そ
の

代
り
私
は
ア
ン
タ
が
さ
う
云
つ
て
威
張
る
の
な
ら
ア
ン
タ
の
読
め
な
い
や
う
な
六
ケ
敷
い

英
語
の
本
が
ア
ン
タ
が
日
本
語
を
よ
む
よ
り
も
つ
と
早
く
読
み
了
へ
て
ち
や
ん
と
そ
れ
で

頭
の
悪
い
ア
ン
タ
な
ん
か
よ
り
理
解
を
し
て
ゐ
る
の
で
す
よ
！

さ
う
云
つ
て
や
り
た
い

私
は
。（
略
）」（「
布
哇
生
ま
れ
の
感
情
」『
ハ
ワ
イ
物
語
』
砂
子
屋
書
房
、
一
九
三
六
・

一
二
、
三
二
八
頁
。
以
下
、「
布
哇
生
ま
れ
の
感
情
」
の
引
用
は
同
書
よ
り
行
う
。）

「
左
程
日
本
語
が
出
来
な
い
、
日
本
語
の
六
ケ
敷
い
文
字
が
読
め
な
い
」
一
方
で
、「
六
ケ

敷
い
英
語
の
本
」
な
ら
容
易
に
読
む
こ
と
が
出
来
る
、
と
リ
サ
子
が
こ
こ
で
自
負
し
て
い
る
よ

う
に
、
リ
サ
子
の
第
一
言
語
は
、
日
本
語
で
は
な
く
英
語
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
る
。
一
九
二
〇

年
前
後
に
お
い
て
二
〇
歳
だ
っ
た
リ
サ
子
を
含
む
中
島
世
代
は
、
一
九
一
〇
年
前
後
に
小
学
校

時
代
を
過
ご
し
た
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
当
時
の
ハ
ワ
イ
の
子
供
た
ち
の
日
本
語
能
力
の
実
態

と
は
い
か
な
る
も
の
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

そ
の
こ
と
を
確
認
し
て
い
く
前
に
、
沖
田
行
司『
ハ
ワ
イ
日
系
移
民
の
教
育
史

日
米
文
化
、

そ
の
出
会
い
と
相
剋
』（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
一
九
九
七
・
一
）
を
も
と
に
、
一
九
一
〇
年
前

後
の
ハ
ワ
イ
の
教
育
界
に
起
き
た
、
教
育
理
念
の
転
換
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
き
た
い
。

帝
国
臣
民
の
育
成
か
ら
日
系
市
民
の
育
成
へ

ハ
ワ
イ
の
日
本
人
学
校
は
、
一
八
九
六
年
四
月
に
奥
村
多
喜
衛
牧
師
が
ホ
ノ
ル
ル
に
設
立
し

た
、
日
本
人
小
学
校
を
嚆
矢
と
す
る
。
こ
の
日
本
人
小
学
校
で
は
、
日
本
の
文
部
省
検
定
済
の

教
科
書
を
用
い
て
「
日
本
的
教
育
」
を
施
す
こ
と
を
同
校
の
「
規
則
」
に
謳
っ
て
い
た
。
こ
う

し
た
教
育
方
針
は
、
日
本
に
帰
る
こ
と
を
前
提
と
し
た
「
出
稼
」
と
い
う
移
民
形
態
に
規
定
さ

れ
た
も
の
で
、
初
期
の
日
本
人
学
校
に
広
く
分
有
さ
れ
て
い
っ
た
。
例
え
ば
、
一
九
〇
三
年
一

一
月
に
、
ハ
ワ
イ
総
領
事
斎
藤
幹
を
会
長
と
し
て
結
成
さ
れ
た
中
央
日
本
人
会
の
「
創
立
趣
意

書
」
に
も
、「
日
本
人
小
学
校
を
設
け
て
少
年
子
弟
に
日
本
国
民
的
教
育
を
施
す
」
こ
と
が
主

要
課
題
と
し
て
掲
げ
ら
れ
て
い
た
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
教
育
方
針
は
、
一
九
〇
六
年
一
〇
月

に
文
部
省
が
発
出
し
た
「
海
外
在
留
民
ニ
対
ス
ル
帝
国
政
府
ノ
方
針
」
に
、「
在
外
帝
国
臣
民

ノ
教
育
ニ
付
テ
ハ
日
本
国
民
タ
ル
精
神
ヲ
失
ハ
シ
メ
ス
、
日
本
人
ノ
特
徴
ヲ
益
発
達
」
せ
し
め

る
こ
と
を
日
本
人
学
校
の
主
目
的
と
定
め
て
い
た
よ
う
に
、
日
本
政
府
の
意
向
を
汲
む
形
で
構

想
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
一
九
〇
〇
年
に
ハ
ワ
イ
が
ア
メ
リ
カ
の
準
州
と
な
っ
た
こ
と
は
、
ハ
ワ
イ

の
日
本
人
学
校
に
と
っ
て
も
転
機
と
な
る
。
第
一
に
、
ハ
ワ
イ
で
出
生
し
た
児
童
は
、
ア
メ
リ

カ
の
市
民
と
な
り
、
教
育
局
が
許
可
し
た
学
校
で
の
教
育
を
受
け
る
義
務
が
発
生
し
た
。
第
二

に
、
先
述
し
た
よ
う
に
、
自
由
移
民
時
代
に
突
入
し
た
こ
と
で
排
日
運
動
が
抬
頭
し
、「
日
本

的
教
育
」
を
標
榜
す
る
日
本
人
学
校
は
、
ア
メ
リ
カ
の
同
化
政
策
で
あ
る
米
化
主
義
運
動
の
最

大
の
阻
害
要
因
と
認
定
さ
れ
、
外
国
語
学
校
を
取
り
締
ま
る
法
案
が
い
く
つ
も
上
程
さ
れ
て

い
っ
た
。
こ
う
し
た
ア
メ
リ
カ
社
会
の
情
勢
変
化
の
上
に
、「
出
稼
」
か
ら
「
定
住
」
へ
と
い

う
日
系
移
民
の
形
態
の
変
化
が
加
わ
っ
た
こ
と
で
、
ハ
ワ
イ
の
日
本
人
学
校
の
教
育
理
念
は
大

き
く
変
容
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

ボトル・メッセージはどこに配達されたか ――中島直人「布哇生まれの感情」を読む
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こ
の
頃
、
日
本
人
学
校
の
連
絡
機
関
と
し
て
い
く
つ
か
の
「
教
育
会
」
が
組
織
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
が
、
一
九
〇
七
年
に
創
立
さ
れ
た
馬
哇
教
育
会
は
、
一
九
一
一
年
七
月
、「
日
系
市

民
と
し
て
取
り
扱
う
も
の
に
し
て
、
従
来
の
如
く
単
に
文
部
省
令
の
み
に
準
拠
せ
ず
」
と
す
る

新
し
い
教
育
方
針
を
発
表
し
て
い
る
。
ま
た
一
九
一
五
年
二
月
の
「
ハ
ワ
イ
教
育
会
」
創
立
発

会
式
に
お
け
る
奥
村
多
喜
衛
の
演
説
で
も
、「
日
本
の
文
部
省
指
導
下
に
お
け
る
「
国
民
教
育
」

の
必
要
性
が
明
白
に
否
定
さ
れ
、
日
本
人
学
校
の
教
育
目
的
は
米
化
主
義
を
前
提
と
し
た
「
日

本
語
教
育
」
に
あ
る
」（8
）と
さ
れ
た
。
中
島
直
人
が
通
っ
た
本
願
寺
布
教
団
に
属
す
学
校
も
、

当
初
は
「
国
民
教
育
」
を
施
す
方
針
を
強
く
打
ち
出
し
て
い
た
も
の
の
、
中
島
が
通
学
し
始
め

た
正
に
そ
の
頃
か
ら
、
次
第
に「
日
本
語
教
育
」へ
と
そ
の
軸
足
を
移
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

さ
て
、
こ
の
よ
う
に
一
九
一
〇
年
前
後
の
ハ
ワ
イ
の
教
育
界
で
は
、〈
帝
国
臣
民
の
育
成
か

ら
日
系
市
民
の
育
成
へ
〉〈
国
民
教
育
か
ら
日
本
語
教
育
へ
〉
と
い
う
教
育
理
念
の
大
転
換
が

行
わ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
実
際
の
子
供
た
ち
の
日
本
語
能
力
の
実
態
と
は
い
か
な
る
も
の
だ
っ

た
の
だ
ろ
う
か
。

今
村
恵
猛
・
宮
本
一
男

本
願
寺
布
哇
布
教
総
監
今
村
恵
猛
（
一
八
六
七
〜
一
九
三
二
）
の
談
話
「
布
哇
の
日
本
小
児
」

（『
東
京
朝
日
新
聞
』
朝
刊
、
一
九
一
一
・
六
、
五
面
）
は
、
そ
う
し
た
疑
問
に
一
定
の
解
答

を
与
え
て
く
れ
る
。

今
村
は
一
八
九
九
年
に
ハ
ワ
イ
に
渡
り
、
本
願
寺
布
教
団
に
属
す
学
校
を
設
立
し
た
人
物
で

あ
る
。
同
談
話
に
よ
れ
ば
、
一
九
一
一
年
当
時
、
ハ
ワ
イ
全
島
に
九
〇
の
日
本
人
小
学
校
が
あ

り
、
う
ち
本
願
寺
布
教
団
に
属
す
小
学
校
は
三
六
あ
っ
た
。
中
島
も
ま
た
、
ア
メ
リ
カ
の
パ
ー

ル
シ
テ
ィ
公
立
学
校
へ
通
い
な
が
ら
、
ポ
ー
リ
シ
チ
ー
本
願
寺
学
園
と
い
う
日
本
人
小
学
校
に

通
っ
て
い
る
。
本
願
寺
布
教
団
附
属
の
小
学
校
で
は
、
ア
メ
リ
カ
の
公
立
小
学
校
で
の
学
習
の

妨
げ
に
な
ら
な
い
よ
う
、「
午
前
九
時
前
と
午
後
一
時
半
後
の
朝
夕
二
回
」の
授
業
が
行
わ
れ
、

科
目
は
「
国
語
を
主
と
し
て
日
本
地
理
及
び
歴
史
、
唱
歌
、
体
操
等
」
だ
っ
た
。

今
村
に
よ
れ
ば
、「
布
哇
に
生
育
せ
し
児
童
の
国
語
を
解
せ
ざ
る
こ
と
は
驚
く
べ
き
程
」で
、

「
学
校
は
父
兄
に
注
意
し
て
せ
め
て
は
家
庭
に
於
て
の
み
も
日
本
語
を
使
用
せ
し
め
ん
と
努
め

つ
ゝ
あ
れ
共
」「
喧
嘩
で
も
す
る
時
に
は
直
に
日
本
語
を
捨
て
ゝ
英
語
を
取
る
と
云
ふ
実
情
」

だ
っ
た
と
い
う
。
す
な
わ
ち
、
家
庭
で
の
親
子
（
一
世
と
二
世
）
の
会
話
に
お
い
て
す
ら
、
日

本
語
の
使
用
は
限
定
的
で
あ
り
、
子
供
た
ち
が
反
射
的
に
話
す
の
は
英
語
だ
っ
た
と
い
う
の
で

あ
る
。

一
九
〇
〇
年
前
後
に
生
ま
れ
た
中
島
世
代
の
日
系
二
世
の
証
言
も
こ
こ
で
参
照
し
て
お
こ

う
。一
九
〇
〇
年
、ハ
ワ
イ
島
オ
ー
ラ
ー
に
生
ま
れ
た
宮
本
一
男
は
、ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
・

ワ
シ
ン
ト
ン
大
学
医
学
部
・
東
京
慈
恵
会
医
科
大
学
を
卒
業
し
た
医
師
で
、
ア
メ
リ
カ
で
の
強

制
収
容
所
体
験
（
一
九
四
一
〜
四
五
）
も
持
つ
。
宮
川
の
自
伝
小
説
『
ハ
ワ
イ
二
世
物
語
』（
同

朋
協
会
、
一
九
六
八
・
四
）
に
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

（
稿
者
注
、
ハ
ワ
イ
に
お
け
る
）
日
本
人
の
社
会
は
、
家
に
帰
っ
て
も
満
足
な
日
本
語

を
話
す
こ
と
も
聞
く
こ
と
も
で
き
な
か
っ
た
。
子
を
持
つ
親
た
ち
は
、
日
本
語
が
話
せ
ぬ

子
供
の
将
来
が
心
配
の
種
で
あ
っ
た
。
た
と
え
英
語
は
上
手
に
な
っ
て
も
、
成
人
し
て
後

に
日
本
語
が
話
せ
ぬ
よ
う
で
は
、
日
本
人
と
し
て
恥
か
し
い
思
い
を
す
る
だ
ろ
う
し
、
ま

た
水
準
以
上
の
社
会
人
に
な
れ
そ
う
に
も
な
い（
9
）。

こ
の
証
言
も
ま
た
、
家
庭
内
に
お
け
る
日
本
語
使
用
の
機
会
が
少
な
か
っ
た
こ
と
を
裏
付
け

る
も
の
で
あ
り
、
こ
こ
か
ら
も
英
語
ば
か
り
が
上
達
し
て
日
本
語
が
「
話
せ
ぬ
」
と
い
う
子
供

た
ち
の
実
態
が
見
え
て
く
る
。
た
だ
し
、
二
世
た
ち
が
日
本
語
を
話
せ
な
い
こ
と
は
、
親
た
ち

の
「
心
配
の
種
」
で
あ
り
、
親
た
ち
の
「
恥
ず
か
し
い
」
と
い
っ
た
感
情
の
要
因
に
な
っ
て
い

た
こ
と
が
判
る
。
と
は
い
え
、
そ
れ
ら
は
子
供
た
ち
が
日
本
に
帰
還
し
帝
国
臣
民
と
し
て
生
活

す
る
こ
と
を
想
定
し
た
「
心
配
」
や
「
恥
」
の
観
念
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
ア
メ
リ
カ
社
会

に
定
住
し
、
日
系
市
民
と
し
て
生
き
て
い
く
上
で
の
日
本
語
の
必
要
性
の
主
張
で
あ
り
、
そ
れ

は
「
米
化
主
義
を
前
提
と
し
た
「
日
本
語
教
育
」」
を
提
唱
し
た
ハ
ワ
イ
の
教
育
界
の
動
き
と

も
パ
ラ
レ
ル
な
も
の
だ
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

一
九
二
四
年
移
民
法
が
も
た
ら
し
た
認
識
論
的
転
換

だ
が
、
や
は
り
中
島
世
代
の
日
系
二
世
で
あ
り
、
中
島
の
生
地
ワ
イ
パ
フ
に
隣
接
す
る
エ
ワ

の
砂
糖
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
労
働
者
の
家
庭
に
生
ま
れ
た
坂
本
正
雄（
一
九
〇
三
〜
八
八
）は
、

教
育
界
の
一
世
指
導
者
や
親
た
ち
が
、
二
世
の
「
日
本
語
教
育
」
を
切
実
な
も
の
と
し
て
自
覚

す
る
の
は
、
も
う
少
し
時
代
が
下
っ
て
か
ら
だ
っ
た
と
指
摘
し
て
い
る（
10
）。

坂
本
に
よ
れ
ば
、
一
世
の
指
導
者
た
ち
は
も
と
も
と
、「
日
本
語
教
育
な
ど
は
要
ら
な
い
宜

し
く
先
づ
ア
メ
リ
カ
の
国
語
を
学
び
、
ア
メ
リ
カ
の
風
習
に
同
化
す
れ
ば
良
い
と
考
へ
」（11
）て

い
た
の
で
あ
り
（
こ
う
し
た
坂
本
の
認
識
は
、
被
教
育
者
と
し
て
の
坂
本
の
実
感
で
あ
り
、
当

時
の
一
世
た
ち
が
「
米
化
主
義
を
前
提
と
し
た
「
日
本
語
教
育
」」
の
必
要
性
を
主
張
し
て
い

た
こ
と
は
先
に
見
た
通
り
で
あ
る
）、
二
世
た
ち
の
日
本
語
能
力
も
低
調
な
も
の
だ
っ
た
。
他

方
、「
今
日
二
十
歳
前
後
」
と
な
っ
た
中
島
世
代
の
二
世
た
ち
も
ま
た
、「
ア
メ
リ
カ
の
シ
テ
ズ

ン
と
し
て
ア
メ
リ
カ
の
事
業
界
に
没
頭
し
て
行
こ
う
」（12
）と
考
え
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
一
九

二
四
年
移
民
法
が
施
行
さ
れ
る
に
至
っ
て
、「
い
か
程
米
国
に
迎
合
し
て
も
日
本
人
は
所
詮
ア
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メ
リ
カ
で
心
か
ら
歓
迎
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
と
云
ふ
事
」（13
）を
、
日
系
人
社
会
が
理
解
せ
ざ

る
を
得
な
く
な
る
と
い
う
認
識
論
的
転
換
が
起
こ
っ
た
と
い
う
。
二
世
た
ち
は
、
ア
メ
リ
カ
の

大
学
を
出
て
も
ア
メ
リ
カ
社
会
に
職
を
得
ら
れ
な
い
こ
と
に
気
づ
き
始
め
る
。
や
む
な
く
日
本

企
業
の
ア
メ
リ
カ
支
店
な
ど
に
就
職
す
る
の
だ
が
、
日
本
語
が
不
自
由
な
こ
と
が
大
き
な
障
壁

と
な
る
こ
と
に
愕
然
と
さ
せ
ら
れ
る（
14
）。
親
た
ち
一
世
は
、
二
世
の
ア
メ
リ
カ
社
会
へ
の
同
化

の
た
め
に
、日
本
語
で
の
親
子
の
会
話
を
犠
牲
に
す
る
と
い
う
大
き
な
代
償
を
払
っ
て
き
た
が
、

全
て
の
努
力
は
水
泡
に
帰
し
た
こ
と
を
悟
る
の
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
一
九
二
四
年
移
民
法
が
も
た
ら
し
た
パ
ラ
ダ
イ
ム
の
転
換
が
、
ハ
ワ
イ
を
含
む

北
米
の
日
系
二
世
に
対
す
る
「
日
本
語
教
育
」
の
必
要
性
を
真
に
自
覚
さ
せ
た
の
だ
と
坂
本
は

指
摘
す
る
。
た
だ
し
、
こ
う
し
た
「
日
本
語
教
育
」
の
必
要
性
の
自
覚
が
、
単
な
る
語
学
力
の

向
上
を
目
指
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
次
節
で
述
べ
る
。

「
翻
訳
小
説
」

ハ
ワ
イ
の
日
系
二
世
の
年
間
出
生
数
は
、
一
八
九
八
年
に
四
一
五
人
、
中
島
家
が
ハ
ワ
イ
に

渡
っ
た
一
九
〇
二
年
に
一
、
六
〇
五
人
、
翌
一
九
〇
三
年
に
い
っ
た
ん
ピ
ー
ク
を
む
か
え
三
、

四
三
七
人
、
中
島
が
出
生
し
た
一
九
〇
四
年
は
二
、
四
九
〇
人
、
そ
の
後
は
や
や
上
昇
傾
向
で

一
九
一
〇
年
に
は
三
、七
一
三
人
と
、一
九
〇
〇
年
頃
を
境
に
そ
の
数
を
確
実
に
増
や
し
て
い
っ

た（
15
）。
た
だ
し
、
今
村
・
宮
本
・
坂
本
の
証
言
を
踏
ま
え
る
と
、
急
速
に
増
加
す
る
二
世
に
対

す
る
日
本
語
教
育
は
一
九
二
〇
年
代
半
ば
ま
で
十
分
に
行
わ
れ
て
お
ら
ず
、
そ
の
原
因
は
、
ア

メ
リ
カ
市
民
で
あ
る
二
世
の
ア
メ
リ
カ
社
会
へ
の
同
化
を
優
先
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る

一
世
た
ち
の
強
固
な
認
識
が
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
一
九
二
〇
年
代
半
ば
ま
で
の
二
世
た
ち
に

と
っ
て
、
日
本
語
は
母
語
の
一
つ
で
あ
る
に
し
て
も
、
第
一
言
語
は
英
語
と
い
う
状
況
が
一
般

的
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

三
郎
が
海
へ
投
じ
た
「
手
紙
」
を
一
目
見
て
、
ユ
タ
カ
は
「
そ
れ
に
は
下
手
な
日
本
文
字
で

次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
あ
り
ま
し
た
」
と
述
べ
て
お
り
、
ま
た
三
郎
の
「
手
紙
」
に
、「
私
は

英
語
の
方
は
達
者
で
す
が
、
下
手
で
も
何
で
も
私
の
最
愛
の
妻
ナ
ナ
子
が
暇
々
に
教
へ
て
く
れ

た
日
本
語
」
な
ど
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
三
郎
の
第
一
言
語
も
リ
サ
子
と
同
様
に
英
語
で
あ
る
と

す
る
こ
と
が
出
来
る
だ
ろ
う
。
三
郎
は
、
自
身
の
日
本
語
は
日
本
出
身
の
妻
か
ら
教
授
さ
れ
た

も
の
と
し
て
お
り
、
三
郎
の
両
親
や
日
本
人
学
校
の
よ
う
な
教
育
機
関
か
ら
授
け
ら
れ
た
と
い

う
認
識
は
な
い
。

す
な
わ
ち
、
日
本
語
で
書
か
れ
た
三
郎
の
「
手
紙
」
に
は
、
一
度
英
語
で
構
想
さ
れ
た
文
章

を
日
本
語
に
翻
訳
す
る
と
い
う
行
程
が
、
そ
の
言
説
の
水
面
下
に
包
摂
さ
れ
て
い
る
。
逆
に
ユ

タ
カ
と
リ
サ
子
の
二
世
同
士
の
会
話
は
、英
語
で
な
さ
れ
て
い
た
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
り
、

物
語
言
説
に
お
い
て
そ
れ
ら
の
会
話
が
日
本
語
で
表
記
さ
れ
る
の
は
、
英
語
か
ら
日
本
語
へ
と

い
う
語
り
手
の
「
私
」
に
よ
る
翻
訳
の
営
為
が
そ
こ
に
介
在
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

ま
た
そ
の
こ
と
か
ら
は
、
第
一
言
語
を
英
語
と
し
て
き
た
ユ
タ
カ
が
、
流
暢
な
日
本
語
で
「
布

哇
生
ま
れ
の
感
情
」
と
い
う
物
語
言
説
を
語
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
ま
で
の
、
日
本
に

お
け
る
長
い
時
の
流
れ
と
い
う
も
の
が
暗
示
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

酒
井
直
樹
は
、日
系
二
世
小
説
家
ジ
ョ
ン
・
オ
カ
ダ
が
英
語
で
書
い
た
小
説『
ノ
ー
・
ノ
ー
・

ボ
ー
イ
』（
一
九
五
七
）
を
分
析
す
る
中
で
、
日
系
二
世
の
視
点
人
物
イ
チ
ロ
ー
と
、
片
言
の

英
語
し
か
話
せ
な
い
と
さ
れ
る
彼
の
両
親
と
の
会
話
が
英
語
で
進
め
ら
れ
て
い
る
、す
な
わ
ち
、

両
親
の
発
話
が
日
本
語
か
ら
英
語
へ
と
実
は
翻
訳
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
着
目
し
、「
翻
訳
は
こ

の
小
説
作
品
の
核
心
的
主
題
に
か
か
わ
っ
て
い
る
」（16
）と
す
る
。
そ
の
意
味
で『
ノ
ー
・
ノ
ー
・

ボ
ー
イ
』
は
「
翻
訳
小
説
」（17
）だ
と
い
う
の
だ
が
、「
布
哇
生
ま
れ
の
感
情
」
も
正
し
く
同
じ
意

味
の
「
翻
訳
小
説
」
で
あ
る
に
違
い
な
い
。
登
場
人
物
た
ち
の
言
語
の
境
界
、
す
な
わ
ち
、
翻

訳
さ
れ
た
部
分
と
そ
う
で
な
い
部
分
の
境
目
は
あ
る
は
ず
だ
が
、
そ
れ
を
見
つ
け
る
こ
と
は
困

難
だ
。
そ
こ
に
あ
る
の
は
、「
あ
る
特
定
の
言
語
へ
の
一
義
的
な
帰
属
関
係
を
絶
た
れ
た
者
の

言
葉
」（18
）の
〈
漂
流
〉
で
あ
り
、
そ
う
し
た
事
態
の
根
源
に
は
、
二
世
た
ち
の
「
マ
ー
ジ
ナ
ル
・

マ
ン
」
と
し
て
の
〈
属
性
な
き
属
性
〉
が
あ
る
は
ず
で
あ
る
。

四
、「
マ
ー
ジ
ナ
ル
・
マ
ン
」
と
し
て
の
二
世

〈
属
性
な
き
属
性
〉

シ
カ
ゴ
学
派
の
中
興
の
祖
ロ
バ
ー
ト
・
Ｅ
・
パ
ー
ク
は
、
論
文
「
人
間
の
移
住
と
マ
ー
ジ
ナ

ル
・
マ
ン
」（
一
九
二
八
）
に
お
い
て
、
日
系
移
民
を
含
む
世
界
的
な
人
口
動
態
に
つ
い
て
調

査
し
て
い
る
。
そ
こ
で
パ
ー
ク
は
、「
人
種
間
の
文
化
的
同
化
の
主
な
障
害
は
、
異
な
っ
た
精

神
的
特
性
で
は
な
く
し
て
、
む
し
ろ
異
な
る
身
体
的
特
性
で
あ
る
」（19
）と
主
張
し
、
そ
う
し
た

身
体
的
特
性
を
持
つ
移
民
（
パ
ー
ク
は
日
本
人
を
「
〝
黄
色
い
危
険
〞
」
と
呼
ん
で
い
る
）
を
、

「
決
し
て
完
全
に
は
相
互
浸
透
し
、
一
つ
に
融
け
合
う
こ
と
の
な
い
二
つ
の
文
化
、
二
つ
の
社

会
の
境
界
に
生
き
る
人
間
」＝

「
マ
ー
ジ
ナ
ル
・
マ
ン
」
と
位
置
づ
け
た（
20
）。
パ
ー
ク
の
理
論
で

重
要
な
の
は
、「
マ
ー
ジ
ナ
ル
・
マ
ン
」
と
し
て
の
移
民
が
移
民
先
の
社
会
は
も
と
よ
り
、
祖

国
で
も「
余
所
者
」（21
）扱
い
さ
れ
、
結
果
的
に
行
き
場
を
失
う
と
指
摘
し
た
点
に
あ
る
だ
ろ
う
。

パ
ー
ク
の
マ
ー
ジ
ナ
ル
・
マ
ン
理
論
を
移
民
二
世
の
問
題
に
ま
で
広
げ
た
の
は
、
パ
ー
ク
の

弟
子
の
エ
ベ
レ
ッ
ト
・
Ｖ
・
ス
ト
ー
ン
キ
ス
ト
で
あ
る
。ス
ト
ー
ン
キ
ス
ト
は
、彼
の
著
書T

he
M
arginalM

an
に
お
い
て
、
ア
メ
リ
カ
社
会
へ
の
移
民
二
世
の
同
化
を
最
も
促
進
す
る
の
は

「
学
校
」
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
。
二
世
の
子
供
た
ち
は
、
言
語
・
食
事
・
衣
服
・
遊
び
な

ボトル・メッセージはどこに配達されたか ――中島直人「布哇生まれの感情」を読む
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ど
あ
ら
ゆ
る
事
柄
に
お
い
て
、
同
級
生
の
基
準
や
見
方
に
同
化
し
よ
う
と
す
る
一
方
、
両
親
の

助
言
や
権
威
を
拒
否
し
、
両
親
を
「
外
国
人
」
と
し
て
軽
蔑
し
、
家
族
の
名
前
を
否
認
す
る
こ

と
さ
え
あ
る
と
す
る（
22
）。
ス
ト
ー
ン
キ
ス
ト
が
例
と
し
て
挙
げ
る
の
は
、
ハ
ワ
イ
の
日
系
二
世

の
次
の
よ
う
な
証
言
で
あ
る
。

日
本
人
は
、
二
世
で
あ
れ
、
一
世
で
あ
れ
、
疑
惑
の
眼
差
し
で
見
ら
れ
て
い
る
。
白
人
を

支
持
し
、
オ
リ
エ
ン
タ
ル
を
抑
圧
す
る
不
文
律
が
存
在
し
て
い
る
。
私
た
ち
は
ア
メ
リ
カ

人
と
は
見
な
さ
れ
な
い
。
私
た
ち
は
エ
イ
リ
ア
ン
と
み
な
さ
れ
、
人
々
は
私
た
ち
が
常
に

日
本
人
で
あ
り
続
け
る
と
信
じ
て
い
る
。
一
方
、
二
世
の
私
た
ち
は
両
親
に
と
っ
て
も
外

国
人
だ
。
わ
れ
わ
れ
は
〈
ロ
ス
ト
・
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
〉
な
の
で
あ
る
！（
23
）

ス
ト
ー
ン
キ
ス
ト
の
指
摘
で
決
定
的
に
重
要
だ
っ
た
の
は
、
二
世
た
ち
は
、
ア
メ
リ
カ
社
会

及
び
親
た
ち
の
祖
国
の
社
会
の
み
な
ら
ず
、
同
じ
移
民
社
会
の
両
親
ら
一
世
た
ち
か
ら
も
、「
エ

イ
リ
ア
ン
」
と
し
て
疎
外
さ
れ
る
絶
対
的
他
者
で
あ
る
と
し
た
点
に
あ
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、

ス
ト
ー
ン
キ
ス
ト
が
そ
の
典
型
的
事
例
と
し
て
、
日
系
二
世
を
引
き
合
い
に
出
し
て
い
る
こ
と

は
見
逃
せ
な
い
。
事
実
、
一
九
二
〇
年
代
半
ば
以
降
の
日
系
社
会
に
お
い
て
、
二
世
は
日
系
社

会
を
窮
地
に
陥
れ
る
、
い
わ
ば
〈
自
滅
の
種
〉
と
し
て
「
問
題
」
視
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る

の
で
あ
る
。

二
世
問
題

日
系
二
世
と
い
う
存
在
は
、
ア
メ
リ
カ
人
や
祖
国
の
日
本
人
は
も
と
よ
り
、
親
た
ち
一
世
に

ミ
ミ
ク
リ

よ
っ
て
も
、
ホ
ミ
・
Ｋ
・
バ
ー
バ
の
い
う
「
擬
態
」
の
戦
略
を
体
現
し
た
、「
ほ
と
ん
ど
同
一

だ
が
完
全
に
は
同
一
で
は
な
い
差
異
の
主
体
」（24
）と
認
識
さ
れ
、
矯
正
の
対
象
と
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
い
く
。
バ
ー
バ
に
よ
れ
ば
、「
権
威
」
に
対
し
「
擬
態
」
を
行
う
時
、
そ
れ
は
単
な

る
模
倣
で
な
く
、「
権
威
」
が
提
示
す
る
「
規
範
を
め
ぐ
る
別
の
認
識
を
生
み
出
す
」
が
ゆ
え

に
「
茶
化
し
」
に
も
近
い
も
の
と
な
り
（「
擬
態
」
と
は
こ
の
両
面
価
値
的
な
戦
略
で
あ
る
）、

「
権
威
」
に
対
す
る
「
深
刻
な
撹
乱
効
果
を
も
つ
」
と
さ
れ
る（
25
）。

東
栄
一
郎
に
よ
れ
ば
、
一
九
二
〇
年
代
半
ば
以
降
、「
多
く
の
一
世
は
、
二
世
の
間
に
あ
る

「
過
度
の
ア
メ
リ
カ
化
」」
を
疑
問
視
し
、「
ア
メ
リ
カ
の
「
快
楽
主
義
」
や
浅
薄
な
「
拝
金
主

義
」
の
盲
目
的
な
模
倣
が
、
彼
ら
の
基
本
的
規
律
を
拭
い
去
っ
た
」
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
て

い
っ
た
と
い
う（
26
）。
こ
の
場
合
の
「
基
本
的
規
律
」
と
は
、「「
日
本
精
神
」
す
な
わ
ち
日
本
の

社
会
的
倫
理
や
規
範
」（27
）を
指
す
が
、
こ
の
頃
よ
り
多
く
の
日
本
人
学
校
が
、
教
育
内
容
の
重

心
を
「
言
語
教
育
か
ら
道
徳
教
育
へ
」（28
）と
移
行
さ
せ
て
い
っ
た
と
東
は
指
摘
す
る
。
一
九
二

四
年
を
分
水
嶺
に
二
世
へ
の
「
日
本
語
教
育
」
の
必
要
性
が
声
高
に
叫
ば
れ
出
し
た
と
す
る
坂

本
の
回
想
は
既
に
確
認
し
た
が
、
坂
本
の
指
摘
し
た
一
世
た
ち
の
二
世
に
対
す
る
日
本
語
教
育

熱
は
、
単
な
る
語
学
力
向
上
の
要
求
で
は
な
く
、
二
世
が
「
日
本
精
神
」
と
い
う
「
規
範
」
を

内
面
化
し
、「
帝
国
臣
民
」と
し
て
の
自
覚
を
持
つ
こ
と
を
促
す
も
の
だ
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

す
な
わ
ち
、
一
九
二
四
年
移
民
法
が
施
行
さ
れ
る
ま
で
は
、
一
世
は
二
世
に
対
し
ア
メ
リ
カ

社
会
へ
の
同
化
を
推
進
し
て
き
た
が
、
施
行
後
は
一
転
し
て
二
世
の
行
動
を
「
過
度
の
ア
メ
リ

カ
化
」
と
し
て
批
判
し
、
自
分
た
ち
一
世
（「
帝
国
臣
民
」）
の
「
規
範
」
の
「
模
倣
」
を
要
求

す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
だ
が
、〈
帝
国
臣
民
の
育
成
か
ら
日
系
市
民
の
育
成

へ
〉
と
い
う
教
育
方
針
の
転
換
が
一
九
一
〇
年
前
後
に
行
わ
れ
て
い
た
と
す
れ
ば
、
二
世
た
ち

は
、
二
転
三
転
す
る
一
世
た
ち
の
「
模
倣
」
対
象
の
転
換
の
要
請
に
翻
弄
さ
れ
て
き
た
こ
と
に

な
る
だ
ろ
う
。
い
わ
ゆ
る
〈
二
世
問
題
〉
は
、
一
世
の
こ
う
し
た
矛
盾
と
も
思
え
る
要
請
に
う

ま
く
応
答
で
き
な
か
っ
た
二
世
の
こ
と
を
、
一
世
（
「
帝
国
臣
民
」
）
の
「
権
威
」
を
「
撹
乱
」
す

る
危
険
な
集
団
と
認
定
し
た
、一
世
た
ち
自
身
の
不
安
心
理
の
表
徴
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る（
29
）。

そ
れ
ゆ
え
、
感
情
的
と
も
思
え
る
文
言
に
よ
る
二
世
批
判
が
、
日
本
国
内
外
の
〈
親
た
ち
〉

世
代
の
「
帝
国
臣
民
」
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
く
こ
と
と
な
る
。

〈
自
滅
の
種
〉

辻
村
良
衞
「
北
米
に
於
け
る
日
本
人
第
二
世
の
問
題
」（『
海
外
』
一
九
二
八
・
一
一
）
は
、

日
本
企
業
の
採
用
人
事
に
精
通
し
て
い
る
「
其
道
の
人
」
の
意
見
を
紹
介
し
て
い
る
。
す
な
わ

ち
、
二
世
は
「
ど
つ
ち
つ
か
ず
の
「
ハ
ン
パ
」
者
で
あ
る
の
み
で
な
く
、
第
一
世
諸
君
が
常
に

憂
い
て
ゐ
る
所
の
一
つ
の
欠
点
、
六
つ
か
し
く
言
へ
ば
大
和
魂
」
が
「
著
し
く
欠
け
て
ゐ
る
」

か
ら
採
用
し
な
い
と
い
う（
30
）。

こ
こ
で
は
「
大
和
魂
」
の
欠
如
が
問
題
視
さ
れ
て
い
る
が
、
二
世
を
表
象
す
る
言
説
が
共
有

し
て
い
る
の
は
、
こ
の
〈
欠
如
の
論
理
〉
で
あ
る
。

衆
議
院
議
員
小
西
和
「
苦
境
に
沈
潜
す
る
在
米
同
胞
」（『
海
外
』
一
九
二
九
・
八
）
で
は
、

一
世
が
持
ち
合
わ
せ
て
い
た
「
遠
大
の
計
画
を
確
立
し
て
、
奮
闘
努
力
す
る
の
勇
気
」
の
欠
如

が
指
摘
さ
れ
、「
放
浪
的
生
活
」
を
送
る
二
世
の
姿
を
「
浮
草
」
と
表
現
し
て
い
る（
31
）。
宮
本

圭
三
「
北
米
の
日
本
移
民
第
二
世
に
関
す
る
閑
話
」（『
海
外
』
一
九
三
〇
・
二
）
で
は
、
二
世

の
こ
と
を
、「
こ
の
連
中
は
今
、
全
く
持
て
あ
ま
さ
れ
て
ゐ
る
の
だ
」「
下
等
遊
民
」
な
ど
と
罵

倒
し
、
二
世
が
日
本
企
業
に
採
用
さ
れ
な
い
理
由
を
、「
頭
が
物
質
万
能
に
出
来
て
ゐ
る
」
と

い
う
ア
メ
リ
カ
人
特
有
の
性
格
に
求
め
て
い
る
が（
32
）、
こ
う
し
た
本
質
主
義
的
認
識
も
ま
た
、

「
帝
国
臣
民
」
な
ら
持
っ
て
い
て
当
然
の
「
規
範
」
意
識
の
欠
如
を
難
ず
る
言
説
に
他
な
ら
な

い
。

黒 田 俊太郎
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こ
の
よ
う
に
一
九
二
〇
年
代
後
半
以
降
、
二
世
を
「「
ハ
ン
パ
」
者
」「
放
浪
」「
浮
草
」「
下

等
遊
民
」な
ど
と
マ
ー
ジ
ナ
ル
な
存
在
と
し
て
表
象
し
、日
本
・
日
系
社
会
で
要
求
さ
れ
る
諸
々

の
「
規
範
」
を
欠
い
た
矯
正
を
要
す
る
不
完
全
な
他
者
、
あ
る
い
は
日
本
・
日
系
社
会
を
崩
壊

へ
と
導
く
〈
自
滅
の
種
〉
な
ど
と
認
定
し
て
い
く
よ
う
な
言
説
が
登
場
し
て
く
る
。

「
布
哇
生
ま
れ
の
感
情
」
が
執
筆
さ
れ
た
の
は
、
こ
う
し
た
〈
欠
如
の
論
理
〉
が
横
行
す
る

情
勢
下
に
お
い
て
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
そ
う
し
た
情
勢
に
対
す
る
中
島
の
何
ら
か
の
応
答
で
も

あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
と
は
い
え
、
茅
原
華
山
が
二
世
へ
の
同
情
を
表
明
し
た
一
九
一
六
年
段
階

の
文
章
の
中
で
、「
若
し
排
日
熱
が
こ
の
上
に
も
継
続
し
た
な
ら
ば
」「
米
国
魂
と
日
本
魂
と
が

不
断
に
其
日
本
人
種
米
人
を
不
眠
不
休
の
状
態
に
置
く
で
あ
ら
う
、
我
は
涙
な
し
に
は
此
事
を

考
へ
ら
れ
な
い
」（33
）と
正
し
く
予
測
し
て
い
た
よ
う
に
、
二
世
の
〈
属
性
な
き
属
性
〉
と
い
う

よ
る
べ
な
さ
そ
れ
自
体
は
、
一
世
が「
問
題
」視
す
る
以
前
の
一
九
一
〇
年
代
半
ば
に
は
既
に
、

二
世
に
と
っ
て
は
内
在
的
か
つ
本
質
的
な
「
問
題
」
と
し
て
意
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
だ
っ
た
。

次
節
で
は
、
三
郎
が
一
九
一
七
年
に
「
太
平
洋
沿
岸
同
胞
諸
君
」
に
宛
て
て
海
へ
と
投
下＝

送
信
し
た
ボ
ト
ル
・
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
い
う
メ
デ
ィ
ア
の
意
味
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
を
通
し

て
、「
布
哇
生
ま
れ
の
感
情
」
が
追
究
す
る
二
世
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
問
題
に
つ
い
て
検

討
を
加
え
た
い
。

五
、
漂
流
す
る
シ
ニ
フ
ィ
ア
ン

再
帰
的
虚
構
性

ボ
ト
ル
・
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
い
う
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
形
式
は
、
確
実
性
を
要
求
さ
れ
る

郵
便
制
度
の
埒
外
に
配
置
さ
れ
る
そ
の
非
日
常
性
・
不
確
定
性
に
よ
り
、
常
に
偶
然
の
ロ
マ
ン

を
纏
っ
て
い
る
。
い
つ
・
ど
こ
の
・
誰
に
届
く
の
か
不
明
で
あ
る
ば
か
り
か
、
ボ
ト
ル
が
破
損

す
る
な
ど
し
て
誰
に
も
届
か
な
い
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
脆
弱
性
を
、
そ
の
基
本
性
格
と
し
て

併
せ
持
つ
。
そ
れ
ゆ
え
、
幾
星
霜
を
経
て
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
配
達
さ
れ
た
場
合
、
し
ば
し
ば
、
そ

の
漂
流
の
年
月
や
移
動
距
離
の
長
大
さ
に
比
例
し
て
増
幅
さ
れ
た
感
動
が
、
人
々
に
も
た
ら
さ

れ
る
こ
と
に
な
る（
34
）。

同
様
に
、
三
郎
の
ボ
ト
ル
・
メ
ッ
セ
ー
ジ
も
、
そ
う
し
た
非
日
常
性
・
不
確
定
性
・
脆
弱
性

に
裏
打
ち
さ
れ
た
偶
然
の
ロ
マ
ン
を
纏
っ
て
い
た
は
ず
だ
が
、
銅
製
の
円
筒
に
封
入
さ
れ
た

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
読
み
終
え
た
ユ
タ
カ
の
反
応
は
、「
飛
ん
で
も
な
い
妄
想
狂
で
は
な
い
か
と
思

つ
た
」（
三
三
五
頁
）、「
い
さ
さ
か
持
て
余
し
気
味
の
円
筒
」（
三
四
四
頁
）
な
ど
と
、
極
め
て

素
っ
気
な
い
。
ユ
タ
カ
が
こ
う
し
た
反
応
し
か
示
し
得
な
か
っ
た
一
因
に
つ
い
て
は
、
三
郎
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
保
有
す
る
自
己
再
帰
的
な
虚
構
性
に
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

葉
山
嘉
樹
「
セ
メ
ン
ト
樽
の
中
の
手
紙
」（『
文
芸
戦
線
』
一
九
二
六
・
一
）
の
物
語
内
容
は
、

セ
メ
ン
ト
工
場
の
労
働
者
松
戸
与
三
が
、
セ
メ
ン
ト
樽
の
中
に
封
入
さ
れ
た
女
工
の
手
紙
を
読

む
こ
と
で
、
自
身
の
生
き
方
を
見
つ
め
直
す
と
い
う
も
の
だ
が
、
同
小
説
を
分
析
し
た
加
藤
邦

彦
は
、
そ
れ
が
「
手
紙
の
真
偽
の
明
確
な
根
拠
と
は
な
ら
な
い
」
と
し
つ
つ
も
、「
今
ま
さ
に
女

工
は
手
紙
を
書
い
て
い
る
の
に
、
そ
れ
を
セ
メ
ン
ト
樽
の
な
か
に
入
れ
た
こ
と
が
過
去
の
こ
と

と
し
て
書
か
て
い
る
」事
実
か
ら
、
女
工
の
手
紙
の
虚
構
性
と
い
う
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る（
35
）。

非
日
常
性
・
不
確
定
性
・
脆
弱
性
と
い
っ
た
性
格
を
分
有
す
る
女
工
の
手
紙
は
、
ボ
ト
ル
・

メ
ッ
セ
ー
ジ
の
亜
種
と
い
っ
て
い
い
だ
ろ
う
が
、
そ
う
し
た
広
義
の〈
ボ
ト
ル
・
メ
ッ
セ
ー
ジ
〉

が
物
語
の
推
進
力
と
し
て
機
能
す
る
と
い
う
プ
ロ
ッ
ト
構
成
に
お
い
て
、
同
時
代
的
に
広
く
読

ま
れ
た
葉
山
の
同
小
説
が
「
布
哇
生
ま
れ
の
感
情
」
に
影
響
を
与
え
た
と
い
う
可
能
性
は
否
定

で
き
な
い
。
も
ち
ろ
ん
そ
の
こ
と
は
推
測
の
域
を
出
な
い
の
だ
が
、
三
郎
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
も
、

加
藤
が
指
摘
し
た
意
味
で
の
虚
構
性
が
内
包
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
三
郎
が
海
へ
と
投
下

し
た
円
筒
が
「
月
の
光
を
浴
び
」
な
が
ら
流
れ
て
い
く
の
を
見
送
る
三
郎
自
身
の
様
子
が
、「
私

は
瞬
間
眼
を
つ
む
り
ま
し
た
。
何
故
か
泪
が
次
か
ら
次
へ
と
湧
き
出
て
来
ま
し
た
」（
三
三
四

頁
）な
ど
と
自
己
再
帰
的
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
書
き
込
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
仮
に
、
メ
ッ
セ
ー

ジ
に
書
き
込
ん
だ
通
り
の
出
来
事
が
そ
の
後
生
起
し
た
の
だ
と
し
て
も
、
す
な
わ
ち
、
結
果
的

に
書
い
た
こ
と
が
実
行
さ
れ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
、
三
郎
が
机
の
上
で
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
書
い

た
時
点
に
お
い
て
は
い
ま
だ
生
起
し
て
い
な
い
未
来
の
出
来
事
に
つ
い
て
想
像
的
に
書
い
た
も

の
で
あ
り
、
こ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
自
体
が
虚
構
を
伏
在
さ
せ
て
い
る
と
い
う
事
実
を
回
避
す
る
も

の
で
は
な
い
。

ユ
タ
カ
が
三
郎
の
「
妄
想
狂
」
を
疑
わ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
理
由
は
、
そ
う
し
た
仮
構
性
を

露
出
さ
せ
た
三
郎
の
語
り
の
内
に
既
に
胚
胎
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

虚
構
の
存
在
と
し
て
の
受
取
人

た
だ
し
、「
布
哇
生
ま
れ
の
感
情
」
に
見
ら
れ
た
再
帰
的
虚
構
性
と
は
別
に
、
全
て
の
ボ
ト

ル
・
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
あ
る
種
の
虚
構
性
を
帯
び
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
、
次
の
ジ
ジ
ェ
ク
の
議

論
を
参
照
す
れ
ば
明
ら
か
に
な
る
だ
ろ
う
。
ラ
カ
ン
派
精
神
分
析
学
を
ベ
ー
ス
に
現
代
批
評
を

行
う
ス
ラ
ヴ
ォ
イ
・
ジ
ジ
ェ
ク
は
、
エ
ド
ガ
ー
・
ア
ラ
ン
・
ポ
ー
の
小
説
「
盗
ま
れ
た
手
紙
」

（
一
八
四
四
）を
素
材
に「
手
紙
は
か
な
ら
ず
宛
先
に
届
く
」と
す
る
主
張
を
展
開
し
た
ジ
ャ
ッ

ク
・
ラ
カ
ン
に
対
し
、
ジ
ャ
ッ
ク
・
デ
リ
ダ
が
「
手
紙
は
宛
先
に
届
か
な
い
こ
と
も
あ
り
う
る

の
で
は
な
い
か
」
と
反
論
し
た
著
名
な
論
争
に
つ
い
て
論
じ
た
文
章
の
中
で
、
ボ
ト
ル
・
メ
ッ

セ
ー
ジ
に
内
在
的
な
性
質
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

ボトル・メッセージはどこに配達されたか ――中島直人「布哇生まれの感情」を読む
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マ
マ

受
取
人
の
な
い
手
紙
、
す
な
わ
ち
ド
イ
ツ
語
でFaschenpost

（
瓶
入
り
通
信
）
と
呼
ば

れ
る
、
船
が
難
破
し
た
と
き
に
無
人
島
か
ら
瓶
に
い
れ
て
海
に
投
げ
込
む
メ
ッ
セ
ー
ジ
の

よ
う
な
、
限
界
的
な
例
に
お
い
て
は
と
く
に
そ
う
で
あ
る
。
手
紙
は
発
信
さ
れ
た
瞬
間
に
、

つ
ま
り
海
に
投
げ
込
ま
れ
た
瞬
間
に
真
の
宛
先
に
届
く
と
い
う
こ
と
を
、
こ
の
極
端
な
例

は
最
も
純
粋
か
つ
明
瞭
に
物
語
っ
て
い
る
。
そ
の
真
の
受
取
人
は
、
そ
の
手
紙
を
受
け
取

る
か
も
し
れ
な
い
し
受
け
取
ら
な
い
か
も
し
れ
な
い
経
験
的
な
他
者
で
は
な
く
、
大
文
字

の
〈
他
者
〉
す
な
わ
ち
象
徴
的
秩
序
そ
の
も
の
で
あ
る
。〈
他
者
〉
は
そ
の
手
紙
を
、
手

紙
が
循
環
内
に
投
げ
込
ま
れ
た
瞬
間
、
つ
ま
り
送
り
手
が
そ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を「
外
在
化
」

し
、〈
他
者
〉
に
向
け
て
発
信
し
た
瞬
間
、
す
な
わ
ち
〈
他
者
〉
が
手
紙
を
認
め
、
そ
れ

に
よ
っ
て
送
り
手
か
ら
そ
の
手
紙
に
対
す
る
責
任
を
取
り
除
い
た
瞬
間
に
、
手
紙
を
受
け

取
る
の
で
あ
る（
36
）。

ラ
カ
ン
に
よ
れ
ば
、
人
間
は
成
長
す
る
に
従
っ
て
、「
象
徴
界
」
と
い
う
言
葉
（
シ
ニ
フ
ィ

ア
ン
）
が
支
配
す
る
法
の
世
界
へ
と
入
っ
て
い
く
の
だ
と
い
う
。
そ
し
て
、
そ
う
し
た
規
範
・

秩
序
と
し
て
の
法
、
な
い
し
法
の
制
度
を
代
表
す
る
も
の
を
、
大
文
字
の
〈
他
者
〉
と
呼
ぶ
の

だ
が
、
ジ
ジ
ェ
ク
の
同
文
章
で
は
、「
国
家
、
民
主
主
義
、
党
、
神
、
な
ど
」（37
）が
、
大
文
字
の

〈
他
者
〉
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

ジ
ジ
ェ
ク
は
こ
う
し
た
ラ
カ
ン
の
ジ
ャ
ー
ゴ
ン
を
用
い
て
議
論
を
す
す
め
る
。
す
な
わ
ち
、

特
定
の
個
人
と
い
う
実
体
的
な
い
し
経
験
的
他
者
を
宛
先
に
持
た
な
い
ボ
ト
ル
・
メ
ッ
セ
ー
ジ

に
も
、
大
文
字
の
〈
他
者
〉＝

象
徴
的
秩
序
と
い
う
「
真
の
宛
先
」
が
あ
り
、
海
へ
と
投
下＝

送
信
し
た
瞬
間
に
宛
先
に
届
く
と
い
う
の
だ（
38
）。
三
郎
の
ボ
ト
ル
・
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、
ユ
タ
カ

の
も
と
に
偶
然
届
い
た
こ
と
で
、
ユ
タ
カ
と
い
う
経
験
的
他
者
を
受
取
人
と
す
る
こ
と
が
で
き

た
わ
け
だ
が
、
三
郎
が
恐
れ
た
よ
う
に
、
ボ
ト
ル
・
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
例
え
「
ふ
か
に
呑
ま
れ
て

駄
目
に
な
」（
三
三
四
頁
）
っ
た
場
合
で
も
、「〈
他
者
〉
に
向
け
て
発
信
し
た
瞬
間
、
す
な
わ

ち
〈
他
者
〉
が
手
紙
を
認
め
」
る
と
い
う
ジ
ジ
ェ
ク
的
思
考
に
よ
れ
ば
、
三
郎
が
「
ロ
ス
ア
ン

ゼ
ロ
ス
」
の
夜
の
海
に
投
下
す
る
と
い
う
行
為
の
次
の
刹
那
に
目
的
は
達
成
さ
れ
て
い
た
こ
と

に
な
る
。

実
際
、
三
郎
は「
ふ
か
に
呑
ま
れ
」る
な
ど
し
て
経
験
的
他
者
と
い
う
受
取
人
が
不
在
と
な
っ

た
場
合
で
も
、「
あ
の
日
以
来
、
海
に
ボ
カ
ボ
カ
浮
い
て
ゐ
る
と
思
ふ
だ
け
で
も
私
に
取
つ
て

は
無
上
の
な
ぐ
さ
め
で
す
」（
三
三
四
頁
）
と
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
三
郎
に
宛
て
た
返
事
を

円
筒
に
入
れ
直
し
、
海
へ
と
投
下
し
た
ユ
タ
カ
も
こ
れ
と
全
く
同
じ
心
境
に
あ
っ
た
。
ユ
タ
カ

は
三
郎
と
い
う
経
験
的
他
者
に
届
く
は
ず
も
な
い
こ
と
を
知
っ
た
上
で
、「
し
か
し
私
も
彼
と

同
様
、
彼
の
切
な
る
要
求
に
応
じ
て
円
筒
を
海
に
投
げ
入
れ
た
と
い
ふ
事
だ
け
で
、
す
で
に
十

分
満
足
で
し
た
」（
三
四
五
頁
）
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
ボ
ト
ル
・
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
い
う
経
験
的
他
者
を
宛
先
に
持
た
な
い
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
形
式
も
、
何
ら
か
の
概
念
的
他
者
と
い
う
虚
構
の
存
在
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
前
提
と
す
る
行
為
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
全
て
の
ボ
ト
ル
・
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
ア
プ
リ
オ

リ
に
虚
構
を
伏
在
さ
せ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
言
え
る
の
で
あ
り
、
そ
う
し
た
虚
構
の
存
在
が

受
取
人
と
し
て
常
に
い
る
か
ら
こ
そ
、
投
下＝

送
信
と
い
う
行
為
が
二
人
を
「
な
ぐ
さ
め
」
た

り
、「
満
足
」
さ
せ
た
り
し
て
く
れ
る
の
で
あ
る
。

〈
あ
な
た
〉
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

で
は
、
三
郎
は
ボ
ト
ル
・
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
、
誰
に
向
け
て
投
下
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
す
で
に

確
認
し
た
よ
う
に
、
三
郎
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
「
太
平
洋
沿
岸
同
胞
諸
君
」
に
宛
て
ら
れ
て
い
た

の
で
あ
り
、
一
見
し
て
極
め
て
広
範
囲
に
居
住
す
る
日
本
人
・
日
系
人
が
宛
先
と
し
て
該
当
す

る
よ
う
で
あ
る
。
た
だ
し
、「
只
一
つ
の
欲
を
云
へ
ば
、
日
本
へ
一
つ
で
も
い
い
か
ら
届
い
て

く
れ
る
事
で
す
。
し
か
し
そ
ん
な
望
み
は
到
底
駄
目
で
せ
う
」（
三
三
四
頁
）
と
い
う
三
郎
の

記
述
か
ら
は
、
宛
先
と
し
て
想
定
さ
れ
て
い
る
の
が
、
日
本
列
島
に
居
住
す
る
日
本
人
と
し
て

の
「
あ
な
た
」
と
い
う
局
限
的
対
象
で
あ
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。
し
か
も
、「
し
か
し
そ
ん

な
望
み
は
到
底
駄
目
で
せ
う
」
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
日
本
列
島
に
居
住
す
る
日
本
人
に
配

達
さ
れ
る
こ
と
は
物
理
的
に
不
可
能
で
あ
る
こ
と
が
承
知
さ
れ
て
い
た
の
だ
か
ら
、
三
郎
が
想

定
し
て
い
た
「
あ
な
た
」
と
は
、
概
念
的
他
者＝

大
文
字
の
〈
他
者
〉
と
し
て
の
日
本
・
日
本

人
・
日
本
語
（
以
下
、〈
あ
な
た
〉）
に
他
な
ら
な
か
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

そ
も
そ
も
日
本
を
見
た
こ
と
が
な
か
っ
た
三
郎
が
、
ボ
ト
ル
・
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
〈
あ
な
た
〉

に
送
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
は
、
妻
と
そ
の
お
腹
に
い
た
子
供
と
を
ス
ペ
イ
ン
風
邪
で

亡
く
し
た
喪
失
感
が
、
そ
う
す
る
こ
と
で
「
な
ぐ
さ
め
」
ら
れ
る
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。「
日

本
に
生
ま
れ
た
と
称
す
る
女
を
女
房
に
持
つ
て
憧
れ
の
日
本
を
思
つ
て
ゐ
ま
し
た
」（
三
三
二

頁
）
と
あ
る
よ
う
に
、
日
本
人
女
性
と
婚
姻
関
係
を
結
ぶ
こ
と
で
、
三
郎
は
日
本
へ
の
帰
属
意

識
を
か
ろ
う
じ
て
繋
ぎ
留
め
て
い
た
が
、
妻
の
死
は
そ
う
し
た
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
紐
帯
を

断
つ
も
の
だ
っ
た
。
三
郎
に
と
っ
て
妻
は
、
家
庭
内
に
い
る
経
験
的
他
者
と
し
て
の
日
本
人
で

あ
り
、
同
時
に
〈
あ
な
た
〉
と
い
う
大
文
字
の
〈
他
者
〉
の
代
理
で
も
あ
る
こ
と
で
、
三
郎
は

妻
を
介
し
て
〈
あ
な
た
〉
と
い
う
虚
構
の
存
在
と
の
繋
が
り
を
担
保
し
得
た
の
で
あ
る
。

妻
の
そ
う
し
た
役
割
は
、
三
郎
に
日
本
語
を
授
け
た
こ
と
に
集
約
さ
れ
る
。
ラ
カ
ン
は
、「
言

語
」
を
修
得
し
た
状
態
で
生
ま
れ
て
く
る
人
間
な
ど
存
在
し
な
い
と
い
う
事
実
か
ら
、「
言
語
」

を
主
体
と
は
絶
対
的
に
異
質
な
大
文
字
の
〈
他
者
〉
の
一
翼
と
し
た
が
、
日
本
語
を
第
一
言
語

と
し
な
い
三
郎
に
と
っ
て
、
日
本
語
は
二
重
の
意
味
で
、〈
他
者
〉
の
言
語
、
あ
る
い
は
〈
他

黒 田 俊太郎
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者
〉
そ
の
も
の
だ
っ
た
。
日
本
語
を
授
け
る
妻
は
、
三
郎
を
〈
あ
な
た
〉
の
シ
ニ
フ
ィ
ア
ン
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
誘
う
こ
と
で
、
三
郎
に
〈
あ
な
た
〉
の
社
会
の
枠
組
み
と
し
て
の
規
律
訓
練

シ
ス
テ
ム
（「
規
範
」）
を
内
面
化
さ
せ
、〈
あ
な
た
〉
の
世
界
へ
の
通
路
を
開
示
す
る
役
割
を

担
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
ゆ
え
、〈
妻
の
死
〉
が
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
、
愛
す
る
パ
ー
ト
ナ
ー
と
い
う
経
験
的
他

者
を
失
っ
た
と
い
う
こ
と
に
留
ま
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
は
、
三
郎
が
日
本
人
と
し
て
の
主

体
性＝

統
一
し
た
身
体
イ
メ
ー
ジ
を
構
築
す
る
上
で
の
随
伴
者＝

〈
あ
な
た
〉
を
見
失
う
こ
と

を
意
味
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
三
郎
の
喪
失
感
の
内
実
は
、
獲
得
し
よ
う
と
し
た
日
本
人
と
し

て
の
主
体
的
中
心
を
紛
失
し
た
「
マ
ー
ジ
ナ
ル
・
マ
ン
」
と
し
て
の
不
安
で
あ
っ
た
と
す
る
こ

と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

ゆ
え
に
、
ボ
ト
ル
・
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
る
こ
と
が
「
な
ぐ
さ
め
」
に
な
る
地
点
と
は
、
受
取

人
が
常
に
い
て
く
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
加
え
、
受
取
人
と
し
て
〈
あ
な
た
〉
が
想
定
さ
れ

る
よ
う
な
場
所
な
の
で
あ
る
。
逆
の
言
い
方
を
す
る
と
、
実
際
に
は
受
取
人
が
誰
で
あ
ろ
う
と
、

あ
る
い
は
受
取
人
が
い
な
か
ろ
う
と
、
必
ず
〈
あ
な
た
〉
に
配
達
さ
れ
る
と
考
え
る
か
ら
、「
な

ぐ
さ
め
」
に
な
る
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、「
私
は
英
語
の
方
は
達
者
で
す
が
、
下
手
で
も

何
で
も
私
の
最
愛
の
妻
ナ
ナ
子
が
暇
々
に
教
へ
て
く
れ
た
日
本
語
の
方
が
こ
の
場
合
ど
の
位
私

の
気
持
を
し
つ
く
り
さ
せ
て
く
れ
る
か
知
れ
ま
せ
ん
」（
三
三
四
〜
三
三
五
頁
）
と
あ
る
よ
う

に
、
三
郎
は
英
語
で
は
な
く
、
妻
が
授
け
て
く
れ
た
日
本
語
で
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
書
く
こ
と
に
こ

だ
わ
る
必
要
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

「
夢
の
国
」
日
本

し
か
し
な
が
ら
、
実
際
に
は
三
郎
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
日
本
列
島
に
居
住
す
る
日
本
人
に
届
く

こ
と
は
当
然
な
か
っ
た
の
で
あ
り
、
同
じ
二
世
の
ユ
タ
カ
の
手
許
に
配
達
さ
れ
、
留
め
置
か
れ

て
し
ま
う
。
そ
の
こ
と
は
、
三
郎
の
投
下＝

送
信
と
い
う
行
為
が
、「
な
ぐ
さ
め
」
と
い
う
象

徴
的
意
味
以
上
の
こ
と
、
い
わ
ば
日
本
人
と
し
て
の
主
体
的
中
心
を
回
復
し
、「
マ
ー
ジ
ナ
ル
・

マ
ン
」
の
状
態
を
脱
す
る
こ
と
に
は
決
し
て
連
続
し
て
行
か
な
い
と
い
う
現
実
を
暴
露
し
て
い

る
。
す
な
わ
ち
、
三
郎
の
銅
製
の
円
筒
に
内
包
さ
れ
た
シ
ニ
フ
ィ
ア
ン
は
、
必
ず
〈
あ
な
た
〉

に
は
届
く
が
、
現
実
は
何
も
変
わ
ら
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
彼
自
身
が
「
マ
ー
ジ
ナ
ル
・
マ
ン
」

の
状
態
を
脱
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
意
味
に
お
い
て
、
三
郎
あ
る
い
は
三
郎
の
日
本
語

で
書
か
れ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、「
あ
る
特
定
の
言
語
へ
の
一
義
的
な
帰
属
関
係
を
絶
た
れ
た
者

の
言
葉
」（
酒
井
直
樹
）
と
し
て
、〈
漂
流
〉
し
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
三
郎
の
身
に
起
き
た〈
妻
の
死
〉＝

〈
あ
な
た
〉の
紛
失
と
い
う
事
態
は
し
か
し
、

三
郎
の
個
人
的
な
体
験
な
ど
で
は
な
く
、
一
九
一
〇
年
代
後
半
以
降
の
全
て
の
日
系
二
世
男
女

が
経
験
し
た
出
来
事
で
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
少
な
く
と
も
「
布
哇
生
ま
れ
の
感
情
」
に
登
場

す
る
、
ユ
タ
カ
・
リ
サ
子
・
三
郎
と
い
う
、
三
人
の
二
世
た
ち
は
、
異
口
同
音
に
日
本
へ
の「
憧

れ
」
を
表
明
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
一
九
三
〇
年
代
半
ば
の
時
点
で
四
、
〇
〇
〇
名
の
二
世
が

「
留
学
生
」
と
し
て
日
本
に
滞
在
す
る
に
至
る
の
で
あ
る（
39
）。
も
ち
ろ
ん
、
日
本
へ
と
渡
る
理

由
は
様
々
で
あ
っ
た
ろ
う
が
、
日
系
社
会
の
内
部
に
お
い
て
も
「
規
範
」
を
欠
い
た
不
完
全
な

他
者
と
さ
れ
た
二
世
た
ち
の
中
に
は
、
祖
国
日
本
を
楽
園
の
よ
う
な
場
所
と
し
て
イ
メ
ー
ジ
し

て
い
た
者
も
多
か
っ
た
の
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
か
。
三
郎
の
「
あ
な
た
を
も
つ
と
も
感
動
さ
せ

た
事
柄
は
（
ロ
マ
ン
ス
大
い
に
結
構
で
す
）
ど
ん
な
事
で
す
か
？
」
と
い
う
問
い
に
対
し
、
次

の
よ
う
な
返
事
を
書
い
て
、
海
へ
と
投
下
し
た
ユ
タ
カ
も
、
そ
う
し
た
二
世
の
一
人
に
他
な
ら

な
い
。ミ

ー
は
ハ
ワ
イ
生
れ
の
少
年
。
生
れ
て
十
六
年
始
め
て
日
本
を
見
ま
し
た
。
こ
れ
は
夢
で

さ
か

は
あ
り
ま
せ
ん
。
富
士
山
が
裾
を
ぼ
か
し
て
倒
さ
で
す
。
そ
し
て
今
に
数
時
間
た
て
ば
、

私
は
見
事
、
母
国
の
陸
地
を
第
一
歩
に
於
て
踏
み
し
め
る
事
が
出
来
る
の
で
す

一
六
歳
の
「
少
年
」
ユ
タ
カ
は
、
富
士
山
を
見
た
そ
の
時
を
、
人
生
で
「
も
つ
と
も
感
動
」

し
た
瞬
間
と
す
る
の
だ
が
、「
富
士
山
が
裾
を
ぼ
か
し
て
倒
さ
で
す
」
と
い
う
文
章
は
、「
富
士

山
は
日
本
一
の
山
、
あ
だ
か
も
扇
子
を
倒
さ
に
立
て
ゝ
之
れ
を
眺
む
る
が
如
し
…
…
」と
い
う
、

ユ
タ
カ
が
愛
読
し
て
い
る
『
日
本
よ
ろ
づ
案
内
』
の
一
節
（
物
語
に
も
引
用
さ
れ
て
い
る
）
を

踏
ま
え
な
け
れ
ば
意
味
が
通
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
ユ
タ
カ
に
と
っ
て
の
日
本
は
、『
日
本
よ

ろ
づ
案
内
』
の
よ
う
な
言
説
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
の
日
本
で
あ
り
、
多
分

に
理
想
化
さ
れ
た
共
同
体
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

「
布
哇
生
ま
れ
の
感
情
」
は
、
こ
の
ユ
タ
カ
が
高
揚
す
る
場
面
で
終
わ
っ
て
い
る
が
、
そ
う

し
た
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
の
日
本
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
〈
現
実
〉
の
日
本
に
直
面
す
る
こ
と
で

直
ぐ
に
崩
壊
し
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

中
島
直
人
は
、
ユ
タ
カ
と
同
じ
数
え
で
一
六
歳
の
時
、
日
本
に
渡
っ
て
い
る
が
、
そ
の
時
の

様
子
を
次
の
「「
赤
瓦
」
の
人
種
」
と
い
う
文
章
に
綴
っ
て
い
る
。

日
本
は
秋
で
、
寒
さ
も
相
当
だ
つ
た
が
、
汽
車
に
乗
つ
て
沿
線
の
赤
い
柿
の
な
つ
た
秋
景

色
を
眺
め
な
が
ら
、
母
か
ら
い
よ
い
よ
近
づ
い
て
行
く
熊
本
の
家
の
こ
と
な
ど
、
ま
る
で

子
守
唄
の
よ
う
に
小
さ
い
と
き
か
ら
聞
か
さ
れ
て
ゐ
た
こ
の
長
い
〳
〵
夢
の
国
の
話
の
美

し
い
最
後
の
頁
へ
来
た
か
の
如
く
私
達
に
云
ひ
聞
か
せ
る
の
で
あ
つ
た
。
し
か
し
、
村
へ

来
て
「
わ
が
家
」
を
見
る
と
、
私
は
何
と
も
云
へ
な
い
悲
し
さ
に
襲
は
れ
た
。（
中
略
）

ボトル・メッセージはどこに配達されたか ――中島直人「布哇生まれの感情」を読む

―２０５―



そ
こ
に
は
壁
の
土
は
落
ち
竹
垣
は
毀
れ
名
も
知
ら
な
い
雑
草
の
ほ
し
い
ま
ま
に
は
び
こ
つ

た
一
箇
の
廃
屋
が
あ
る
の
み
で
あ
つ
た（
40
）。

母
か
ら
「
夢
の
国
」
と
聞
か
さ
れ
て
い
た
日
本
の
「
わ
が
家
」
が
「
一
箇
の
廃
屋
」
で
あ
っ

た
こ
と
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
日
本
で
の
〈
現
実
〉
は
、
中
島
が
持
っ
て
い
た
「
美
し
い
夢

を
一
枚
〳
〵
風
に
剥
が
れ
る
や
う
に
奪
つ
て
行
」（41
）く
こ
と
に
な
る
。
中
島
は
、「
美
し
い
夢
」

を
奪
っ
た
日
本
の
〈
現
実
〉
に
つ
い
て
、
こ
の
文
章
の
中
で
こ
と
さ
ら
書
き
連
ね
る
よ
う
な
こ

と
は
し
て
い
な
い
も
の
の
、「
ハ
ワ
イ
帰
り
」
を
意
味
す
る
「「
赤
瓦
」
の
人
種
」
と
い
う
表
題

は
、
日
本
で
異
「
人
種
」（＝
「
エ
イ
リ
ア
ン
」）
と
し
て
扱
わ
れ
て
き
た
中
島
の
生
活
と
い
う

も
の
を
否
応
な
く
連
想
さ
せ
る
。

そ
の
よ
う
な
〝
帰
国
後
〞
の
〈
現
実
〉
を
経
て
、
中
島
が
「
布
哇
生
ま
れ
の
感
情
」
で
描
こ

う
と
し
て
い
た
の
は
、
夢
と
希
望
に
満
ち
溢
れ
た
「
少
年
」
の
姿
で
は
な
く
、
未
来
に
立
ち
は

だ
か
る
〈
現
実
〉
を
知
ら
な
い
「
少
年
」
の
姿
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。

注

（
1
）『
日
本
近
代
文
学
大
事
典
』（
第
二
巻
、
講
談
社
、
一
九
七
七
・
一
一
）
に
お
け
る
中
島

直
人
の
項
目
（
東
郷
克
美
執
筆
）
を
参
照
す
る
と
、「
熊
本
県
出
身
の
移
民
の
子
と
し

て
ハ
ワ
イ
の
オ
ワ
フ
島
に
育
っ
た
彼
は
、
そ
の
ハ
ワ
イ
で
の
思
い
出
を
同
人
誌「1929

」

に
書
い
て
川
端
康
成
に
認
め
ら
れ
た
」
と
あ
る
。
一
方
、
日
比
嘉
高
作
成
の
「
中
島
直

人
著
作
目
録
稿
」（『
ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ
・
ア
メ
リ
カ

移
民
文
学
・
出
版
文
化
・
収
容
所
』

新
曜
社
、
二
〇
一
四
・
二
）に
は
、「「
す
ゐ
ぎ
ゆ
う
」『
一
九
二
八
』、
未
見
」と
あ
る
。

『1929

』
は
『1928

』
の
後
継
誌
だ
が
、
い
ず
れ
も
小
数
部
し
か
発
行
さ
れ
な
か
っ

た
と
推
測
さ
れ
、
完
本
の
形
で
所
蔵
し
て
い
る
図
書
館
・
文
学
館
は
な
く
、
稿
者
も
存

在
を
確
認
で
き
て
い
な
い
。
た
だ
し
、「
す
ゐ
ぎ
ゆ
う
」
は
中
河
與
一
編
集
主
幹
の
『
新

科
学
的
文
芸
』（
一
九
三
一
・
一
一
）
に
再
録
さ
れ
た
よ
う
で
（
当
然
の
こ
と
な
が
ら

異
同
は
確
認
で
き
て
い
な
い
）、
こ
の
こ
と
か
ら
も
『1928

』
な
い
し
『1929

』
に
発

表
さ
れ
た
「
す
ゐ
ぎ
ゆ
う
」
は
、
当
時
も
ほ
と
ん
ど
読
ま
れ
る
機
会
が
な
か
っ
た
と
推

測
さ
れ
る
。
そ
こ
で
本
稿
は
、「
布
哇
生
ま
れ
の
感
情
」（『
文
芸
都
市
』
一
九
二
九
・

七
）
を
実
質
的
な
デ
ビ
ュ
ー
作
と
位
置
づ
け
る
。

（
2
）
高
木
（
北
山
）
眞
理
子
「
ホ
ノ
ル
ル
に
お
け
る
エ
ス
ニ
ッ
ク
居
住
区
の
形
成
と
変
化
―

日
系
居
住
区
の
マ
ノ
ア
と
モ
イ
リ
イ
リ
に
注
目
し
て
」『
人
間
文
化
』
二
〇
一
〇
・
九
、

九
九
頁

（
3
）
前
掲
、
高
木
（
北
山
）「
ホ
ノ
ル
ル
に
お
け
る
エ
ス
ニ
ッ
ク
居
住
区
の
形
成
と
変
化
―

日
系
居
住
区
の
マ
ノ
ア
と
モ
イ
リ
イ
リ
に
注
目
し
て
」
九
九
〜
一
〇
〇
頁

（
4
）
前
掲
、
高
木
（
北
山
）「
ホ
ノ
ル
ル
に
お
け
る
エ
ス
ニ
ッ
ク
居
住
区
の
形
成
と
変
化
―

日
系
居
住
区
の
マ
ノ
ア
と
モ
イ
リ
イ
リ
に
注
目
し
て
」
九
九
頁

（
5
）
入
江
寅
次
『
邦
人
海
外
発
展
史
上
巻
』（
原
書
房
、
一
九
八
一
・
一
一
、
復
刻
原
本
一

九
四
二
刊
）
に
よ
れ
ば
、
一
九
〇
二
年
か
ら
一
九
〇
七
年
移
民
法
に
よ
り
転
航
が
禁
止

さ
れ
る
ま
で
の
六
年
間
の
転
航
者
数
は
、三
八
、三
〇
六
人
に
の
ぼ
っ
た（
四
四
八
頁
）。

（
6
）Pratt,M

ary
Louise.Im

perialE
yes:T

ravelW
ritings

and
T
ransculturation.

London:R
outledge,1992.

（
7
）
物
語
の
中
に
入
れ
子
式
に
挿
入
さ
れ
て
く
る
三
郎
を
差
出
人
と
す
る
「
手
紙
」
に
は
、

妻
を
二
週
間
前
に
ス
ペ
イ
ン
風
邪
に
よ
る
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
（
一
九
一
八
〜
一
九
）
で
亡

く
し
た
と
い
う
記
述
と
と
も
に
、「
一
九
一
七
年
三
月
二
日
」
と
い
う
日
付
が
記
さ
れ

て
い
る
。
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
時
期
を
考
慮
す
る
と
、
日
付
は
少
な
く
と
も
一
九
一
八
年

以
降
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
矛
盾
が
生
じ
る
。
そ
こ
で
本
稿
は
、
物
語
内
容
の
時
間
を

一
九
二
〇
年
前
後
と
や
や
大
き
な
振
り
幅
を
も
た
せ
て
考
察
す
る
こ
と
と
す
る
。

（
8
）
沖
田
行
司
『
ハ
ワ
イ
日
系
移
民
の
教
育
史

日
米
文
化
、
そ
の
出
会
い
と
相
剋
』
ミ
ネ

ル
ヴ
ァ
書
房
、
一
九
九
七
・
一
、
一
六
八
頁

（
9
）
宮
本
一
男
『
ハ
ワ
イ
二
世
物
語
』
同
朋
協
会
、
一
九
六
八
・
四
、
二
六
頁

（
10
）
一
九
三
〇
年
代
以
降
の
坂
本
の
言
論
活
動
に
つ
い
て
は
、
物
部
ひ
ろ
み
「
ハ
ワ
イ
日
系

二
世
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
政
治
参
加
―
一
九
二
〇
年
代
か
ら
一
九
三
〇
年
代
の
指

導
者
た
ち
」『
日
系
人
の
経
験
と
国
際
移
動

在
外
日
本
人
・
移
民
の
近
現
代
史
』（
米

山
裕
・
河
原
典
史
編
、
人
文
書
院
、
二
〇
〇
七
・
三
、
九
〇
〜
九
五
頁
）
を
参
照
さ
れ

た
い
。

（
11
）
坂
本
正
雄
「
在
米
同
胞
の
祖
国
崇
拝
―
排
日
移
民
法
通
過
実
施
後
の
新
傾
向
」『
日
本

及
日
本
人
』
一
九
二
八
・
一
、
二
二
頁

（
12
）
同
前

（
13
）
前
掲
、
坂
本
「
在
米
同
胞
の
祖
国
崇
拝
―
排
日
移
民
法
通
過
実
施
後
の
新
傾
向
」
二
三

頁

（
14
）
時
期
は
下
る
の
で
あ
く
ま
で
も
参
考
程
度
の
情
報
だ
が
、
一
九
四
〇
年
一
二
月
発
行
の

『
在
米
日
本
人
史
』（
在
米
日
本
人
会
）
に
「
二
世
の
九
十
九
パ
ー
セ
ン
ト
は
日
本
人

社
会
に
そ
の
職
業
を
求
め
ね
ば
な
ら
な
く
さ
れ
て
ゐ
る
」（
一
一
〇
六
頁
）
と
あ
る
。

（
15
）
川
崎
壽
『
ハ
ワ
イ
日
本
人
移
民
史

1868-1952

（
明
治
元
年
〜
昭
和
二
十
七
年
）』
ハ

ワ
イ
移
民
資
料
館
仁
保
島
村
、
二
〇
二
〇
・
三
、
一
一
六
頁

黒 田 俊太郎

―２０６―



（
16
）
酒
井
直
樹
「
偏
在
す
る
国
家
―
二
つ
の
否
定：

『
ノ
ー
・
ノ
ー
・
ボ
ー
イ
』
を
読
む
―
」

『
死
産
さ
れ
る
日
本
語
・
日
本
人

「
日
本
」
の
歴
史‐

地
政
的
配
置
』
講
談
社
、
二

〇
一
五
・
五
、
一
五
五
頁

（
17
）
前
掲
、
酒
井
「
偏
在
す
る
国
家
―
二
つ
の
否
定：

『
ノ
ー
・
ノ
ー
・
ボ
ー
イ
』を
読
む
―
」

一
五
四
頁

（
18
）
前
掲
、
酒
井
「
偏
在
す
る
国
家
―
二
つ
の
否
定：

『
ノ
ー
・
ノ
ー
・
ボ
ー
イ
』を
読
む
―
」

一
五
五
頁

（
19
）
ロ
バ
ー
ト
・
エ
ズ
ラ
・
パ
ー
ク
「
人
間
の
移
住
と
マ
ー
ジ
ナ
ル
・
マ
ン
」『
実
験
室
と

し
て
の
都
市

パ
ー
ク
社
会
学
論
文
選
』
町
村
敬
志
・
好
井
裕
明
編
訳
、
御
茶
の
水
書

房
、
一
九
八
六
・
二
、
一
〇
六
頁

（
20
）
前
掲
、
パ
ー
ク
「
人
間
の
移
住
と
マ
ー
ジ
ナ
ル
・
マ
ン
」
一
〇
九
頁

（
21
）
同
前

（
22
）E

verett
V
.Stonequist.T

he
M
arginalM

an:A
Study

in
Personality

and
C
ulture.

N
ew
Y
ork:C

harles
Scribner’s

Sons.1937.98-99.

（
23
）Stonequist

103-104.

（
24
）
ホ
ミ
・
Ｋ
・
バ
ー
バ
「
擬
態
と
人
間
に
つ
い
て
―
植
民
地
言
説
の
ア
ン
ビ
ヴ
ァ
レ
ン
ス
」

『
文
化
の
場
所

ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
リ
ズ
ム
の
位
相
』
本
橋
哲
也
・
正
木
恒
夫
・
外
岡

尚
美
・
阪
元
留
美
訳
、
法
政
大
学
出
版
局
、
二
〇
〇
五
・
二
、
一
四
八
頁

（
25
）
前
掲
、
バ
ー
バ
「
擬
態
と
人
間
に
つ
い
て
―
植
民
地
言
説
の
ア
ン
ビ
ヴ
ァ
レ
ン
ス
」
一

四
八
〜
一
四
九
頁

（
26
）
東
栄
一
郎
「
世
代
を
め
ぐ
る
問
題
―
将
来
に
向
け
た
二
世
の
教
育
」『
日
系
ア
メ
リ
カ

移
民

二
つ
の
帝
国
の
は
ざ
ま
で

忘
れ
ら
れ
た
記
憶1868-1945
』
長
谷
川
寿
美
監

訳
、
明
石
書
店
、
二
〇
一
四
・
六
、
二
二
一
頁

（
27
）
同
前

（
28
）
同
前

（
29
）
い
わ
ゆ
る
〈
二
世
問
題
〉
は
一
九
二
〇
年
代
後
半
に
話
柄
と
な
り
、
一
九
三
〇
年
代
に

は
佐
藤
伝
『
米
加
に
於
け
る
第
二
世
の
教
育
』（
自
彊
堂
、
一
九
三
二
・
四
）、
山
田
辰

實
『
海
外
第
二
世
問
題
』（
輝
文
堂
、
一
九
三
六
・
二
）
な
ど
の
学
術
書
が
刊
行
さ
れ

る
な
ど
、
教
育
者
や
教
育
学
の
研
究
対
象
と
な
っ
て
い
く
。

（
30
）
辻
村
良
衞
「
北
米
に
於
け
る
日
本
人
第
二
世
の
問
題
」『
海
外
』
一
九
二
八
・
一
一
、

一
二
五
頁

（
31
）
小
西
和
「
苦
境
に
沈
潜
す
る
在
米
同
胞
」『
海
外
』
一
九
二
九
・
八
、
四
〇
頁

（
32
）
宮
本
圭
三
「
北
米
の
日
本
移
民
第
二
世
に
関
す
る
閑
話
」『
海
外
』
一
九
三
〇
・
二
、

七
七
頁

（
33
）
茅
原
華
山
「
第
二
世
の
煩
悶
」『
日
本
評
論
』
一
九
一
六
・
一
二
、
八
頁

（
34
）“O
ldest

M
essage

in
a
B
ottle

Found
on
B
each.”

B
B
C
N
ew
s.
6
M
arch

2018.

（
最
終
閲
覧
日：

二
〇
二
〇
・
九
・
一
一
）。
一
八
八
六
年
に
イ
ン
ド
洋
で
投
下
さ
れ

た
ボ
ト
ル
・
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
、
一
三
二
年
と
い
う
時
間
を
経
て
、
約
一
八
〇
キ
ロ
離
れ

た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
海
岸
で
発
見
さ
れ
た
こ
と
が
ニ
ュ
ー
ス
記
事
と
な
っ
て
い
る
。

ド
イ
ツ
の
輸
送
用
小
型
帆
船
パ
ウ
ラ
号
が
投
下
し
た
海
洋
調
査
用
の
ボ
ト
ル
・
メ
ッ

セ
ー
ジ
で
あ
り
、内
容
に
お
い
て
人
を
感
動
さ
せ
る
も
の
で
は
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

驚
き
と
感
動
と
を
も
っ
て
ニ
ュ
ー
ス
記
事
と
な
っ
た
の
は
、
そ
の
漂
流
の
年
月
・
距
離

の
長
大
さ
ゆ
え
で
あ
ろ
う
。

（
35
）
加
藤
邦
彦
「
届
け
ら
れ
た
手
紙
、
送
ら
れ
る
返
信
―
葉
山
嘉
樹
「
セ
メ
ン
ト
樽
の
中
の

手
紙
」
論
―
」『
梅
光
学
院
大
学
論
集
』
二
〇
一
二
・
一
、
一
五
頁

（
36
）
ス
ラ
ヴ
ォ
イ
・
ジ
ジ
ェ
ク
「
「
手
紙
は
か
な
ら
ず
宛
先
に
届
く
」
の
は
な
ぜ
か
」『
汝
の

症
候
を
楽
し
め
―
ハ
リ
ウ
ッ
ド
VS
ラ
カ
ン
』鈴
木
晶
訳
、
筑
摩
書
房
、
二
〇
〇
一
・
七
、

二
六
頁
。
原
典

(Slavoj
Žižek.

E
njoy

Your
Sym
ptom

!:Jacques
Lacan

in
H
ollyw

ood
and
out.
N
ew
Y
ork
&
London:R

outledge,
1992.

10)

を
確
認
し
た

が
、「Faschenpost

」
で
は
な
く
「Flaschenpost

」
が
正
し
い
。

（
37
）
前
掲
、
ジ
ジ
ェ
ク
「「
手
紙
は
か
な
ら
ず
宛
先
に
届
く
」
の
は
な
ぜ
か
」
三
一
頁

（
38
）
東
浩
紀
は
、
ラ
カ
ン
が
「「
不
可
能
な
も
の
」
へ
の
思
考
の
歴
史
を
再
構
成
し
、
さ
ま

ざ
ま
な
哲
学
的
・
文
学
的
言
説
か
ら
そ
の
痕
跡
を
探
し
て
き
て
は
、
そ
れ
を
ひ
と
つ
の

流
れ
へ
と
統
合
し
て
し
ま
う
」
と
し
、
デ
リ
ダ
の
批
判
は
、
そ
う
し
た
「
ひ
と
つ
の
流

れ
」＝

象
徴
界
の
論
理
へ
と
問
題
を
収
斂
さ
せ
る
と
こ
ろ
に
向
け
ら
れ
て
い
た
と
指
摘

し
て
い
る
（『
存
在
論
的
、
郵
便
的
―
ジ
ャ
ッ
ク
・
デ
リ
ダ
に
つ
い
て
』
新
潮
社
、
一

九
九
八
・
一
〇
、
九
八
頁
）。
ジ
ジ
ェ
ク
の
ボ
ト
ル
・
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
つ
い
て
の
考
察

に
対
し
て
も
、
東
は
同
様
の
批
判
を
行
う
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
ジ
ジ
ェ
ク
の
考
察
は

ボ
ト
ル
・
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
内
在
す
る
虚
構
性
の
問
題
を
浮
き
彫
り
に
す
る
手
が
か
り
を

提
供
し
て
い
る
と
、
本
稿
は
考
え
て
い
る
。

（
39
）
東
栄
一
郎
「
移
民
の
国
際
主
義
の
報
い
―
祖
先
の
国
の
二
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、
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、
二
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一
頁
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だ
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東
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か
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計
は
な
い
」
と

し
て
い
る
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（
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中
島
直
人
「「
赤
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」
の
人
種
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文
学
生
活
』
一
九
三
六
・
六
、
七
四
頁

（
41
）
同
前

ボトル・メッセージはどこに配達されたか ――中島直人「布哇生まれの感情」を読む

―２０７―



The Whereabouts of a Message in a Bottle:
Interpreting Naoto Nakajima’s Hawaiiumare-no Kanjyo

[Born in Hawaii]

KURODA Shuntaro

In his lifetime, a writer Naoto Nakajima (1904-40) wrote a little less than 20 novels, all of which are about

identities as second-generation Japanese-Americans [Nisei]. Nakajima’s parents were Japanese, but he was born

in Waipahu, Hawaii. Therefore, Nakajima had dual citizenship in the U.S. and Japan. He moved to Japan in 1919

and made his debut as a novelist with Hawaiiumare-no Kanjyo [Born in Hawaii] (1929) expressing his “longing”

for Japan. He then wrote several novels, all based solely on his own experiences in Hawaii but he returned to

Hawaii in 1936. In this paper, I first focus on how education influenced the formation of Nisei’s identity. For

example, I investigate the changes in the content of education for Nisei by the Nikkei community in the early

1900s. In addition, I analyzed the historical characteristics of Nisei as the “Marginal Man” defined by Robert E.

Park in 1928. Finally, I examined the subject of Nisei’s identity, which is pursued in Hawaiiumare-no Kanjyo. To

this end, I tried to clarify the meaning of the message in a bottle delivered to the main character, Yutaka.

―２０８―
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